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学科長あいさつ 

日本体育大学 保健医療学部  

救急医療学科 学科長 小川 理郎 

 

今年度は新型コロナウイルス感染症のパンデミックの影響で、世界中

の社会システムや生活スタイルが一変させられました。２度の緊急事態

宣言まで発動されて、厳しい外出宣言を受けて、恒例行事やあらゆるイ

ベントまでが延期や中止になりました。大学内でも複数の新型コロナウ

イルス陽性者が出て、従来では当たり前に行われていた教育体制にまで

その多大な影響が及んでいます。学生と教員には登校不能や厳しい制限

がかかり、On-line での教育が主になりました。学習環境は激変して今

もその悪影響は計り知れません。 

救急車同乗実習は、学生が入学して以来ずっと最大の楽しみにしていた実習であり、初めて救急現

場を体験する必要不可欠な最も大切な実習の一つです。救急隊や救急救命士の方々の傷病者への献身

的な救助、救命する姿から、将来の自己像を力強く真に想像する。救急現場活動から傷病者や家族、

周囲の人々への接遇を学んで人として医療人として大きく成長する。学内で学んだ救急医学の知識を

救急医療現場で再確認し、コミュニケーション能力を高める場でもあります。 

救急救命士養成大学や専門学校において救急車同乗実習の中止が迫られ、実習中止と判断せざる得

なかった養成機関ばかりの中で、当科では、教員の高い教育観点と学生における実習の必要性の真意

を十分に説明し、今回は“万全な感染対策の教育”を学生に実施したことも強調し、全国 100 カ所

近い消防本部・局に受入れ交渉を行いました。その結果、救急車同乗実習Ⅱについては短縮日程にな

りましたが、全員が例年通りの救急車同乗実習が実現できました。実習を受け入れてくださった消防

機関の皆様には、厚く御礼申し上げます。特に今年度、このコロナ禍での実習が出来たこと、そして

そこから学んだ貴重な経験は、学生にとっては今後の自分の大きな心の糧になるに違いありません。

各個人の発表は、個人での症例発表に留まらず、お互いに学生間で共有され、自分たちが体験出来な

かった症例数の不足分を十分に補充でき、意義深いものになるだけでなく、我々教員も学生の経験か

ら貴重な現状の救急現場活動の実態把握につながるため、大変有意義な時間を皆で共感できると思っ

ています。 

今回の報告会に遠路はるばるご足労いただき貴重なご意見や学生への直接アドバイスをしていただ

いた救急救命士の方々にお礼を申し上げます。最後に今年後の救急車同乗実習が従来通り実施できた

ことに対して、中澤先生、小倉先生らに感謝を申し上げたいと思います。これからも有意義な同乗実

習と質の高い発表会が継続していくことを願っています。 

 

 
 

日体大救急医療学科の救急救命士教育（あらゆる分野で活躍できる救急救命士の養成） 
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実習の概要 

 

日本体育大学保健医療学部救急医療学科は救急救命士養成課程として 2014 年に創設されました。

当学科では「救急医療」「蘇生医療」「災害医療」を 3 本柱として、それぞれ国際的な立場で実践活

動・指導できる救急救命士の育成をしています。 

救急医療の現場に直結した実践的な学びで社会の即戦力になれるよう、救急現場を想定した実践的

なシミュレーション訓練や、様々な環境での課外実習、海外から第一線で活躍する救急救命士を招い

ての講演など、最先端の知識や技術だけでなく人

間性も学ぶことのできる数多くの学びの機会を展

開しています。中でも「解剖実習」「病院実習」

「救急車同乗実習」は、臨床の現場から崇高な医

療人の精神を学ぶ貴重な機会となっています。 

救急車同乗実習は、2 年次の「救急車同乗実習

Ⅰ」と 3 年次の「救急車同乗実習Ⅱ」で構成され

ています。消防機関の救急救命士養成課程に比較

し、学生は圧倒的に臨床経験が少ないため、本学

では早期に臨床実習を取り入れ、医療人として求

められる高い倫理観と崇高な精神を徹底的に教育

し、切迫した危機的状況下で重責を担える実践力

を持った救急救命士を育成しています。 

 

 

1. 2020年度「救急車同乗実習Ⅱ」の概要 

  3 年次集中講義・必修・3 単位 2020 年度履修者数 63 名 

2. カリキュラム 

(1） ガイダンス 

実施日時：10 月 1 日（木）3・4・5 限（健志台キャンパス） 

ガイダンスでは、実習要項に基づき、実習中の遵守事項について徹底しました。また、消防機

関での実習に備えた準備として、消防の組織や任務について、消防機関の元幹部により、関係法

令や公務員の遵守事項についての講義を行いました。 

実習で必要な資器材を配布し、感染防止衣やマスク・ゴーグルの取扱いも含めた感染防止対策

についての教育を実施しました。 

(2） 学内臨地実習 

実施日時：10 月 8 日（木）～12 月 3 日（木）（健志台キャンパス） 

消防機関での救急車同乗実習に備え、救急活動の一連の流れを全履修学生が体験しました。キ

ャンパス内の様々な場所を救急現場に状況設定し、119 番通報から医療機関収容までの活動を、

救急車両に乗務して行いました。また、救急救命処置のみならず、無線運用や活動記録票の記載、

事後検証まで実施し、現役消防官の同乗指導も受けることができました。 

実習は 1 件ごとに検討会を行い、積極的な意見交換が行われました。活動や検討会は Microsoft 

Teams を用いて遠隔で中継し、離れた場所であっても見学や通話が可能な状態を維持し、感染防

止対策を徹底しながらも一体感のある、本学ならではの実習スタイルが確立しました。 
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(3） 消防機関における救急車同乗実習及び症例検討会 

実施期間：10 月～3 月中（実習先との調整による） 

全国の消防機関に実習を依頼し、ご了承をいただいた 14 機関で 1 人 1 日の救急車同乗実習を実

施しました。実習前の事前準備として、地域の概要をレポートにまとめ、教員の確認を行いまし

た。実習後はデブリーフィングを目的とした症例検討会を行い、十分な心のケアを行いました。 

【実習協力医療機関】 

小田原市消防本部 逗子市消防本部 松戸市消防局 柏市消防局 我孫子市消防本部 

印西地区消防組合消防本部 上尾市消防本部 筑西広域市町村圏事務組合消防本部 

佐野市消防本部 高崎市等広域消防局 遠軽地区広域組合消防本部 

糸魚川市消防本部 富山県東部消防組合消防本部 知多中部広域事務組合消防本部 

    
(4） 全体研修 

実施日時：2021 年 1 月 21日（木）1・2 限（健志台キャンパス） 

一般社団法人プロボノ消防志による講演とディスカッション 

(5） 体験発表会 

実施日時：2021 年 1 月 23日（土）8 時 30 分から 18 時 00 分（健志台キャンパス） 

救急車同乗実習で印象に残った症例、実習から学んだことについて、1 人 4 分の発表と 2 分の

質疑応答を実施しました。 
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感謝の言葉（履修学生より） 

 

安東 郁詔  

小田原市消防本部 小田原消防署 

まず、このような状況下において実習を受け

入れて下さったことを心からお礼申し上げま

す。大変ありがとうございました。私が今年度

小田原消防さんにて実習を行う一人目という

ことで緊張していましたが、永井さんをはじめ、

小澤隊長、船坂隊員、江川機関員など接する全

ての方が気さくで非常に実習しやすい環境を

構築して頂いたことや、バイタルの聴取など可

能な限り実習が行えるように積極的に手助け

して頂いたこと大変感謝しております。 

実習を通じて大きく2つのことを学ぶことが

できました。それはストーリーを作成しないこ

ととコミュニケーションを密に取ることです。

くも膜下出血の出動の際、通報時からくも膜下

出血を疑う症例でしたが、隊の皆さんは最後ま

で様々な可能性を考慮し活動されていたのが

非常に印象的でした。また同様に病院連絡の際

は事実を伝え憶測は話すべきではないなど現

場でしか経験できないことを学ばせて頂きま

した。また、コミュニケーションに関しても隊

の方々の人間性を感じることができ、家族に対

し分かりやすく説明されていた姿は印象的で

した。今後の私の進路はまだ定かではありませ

んが、小田原消防の方々と接することで感じら

れた人間味や仕事に対する姿勢はどの職業で

も重要であり、私にとって非常に貴重な体験だ

ったと確信しております。大変お世話になりま

した。 

 

川島 智哉  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

この度は、新型コロナウイルスの感染が拡大

している中で救急車同乗実習を受け入れてく

ださり、ありがとうございました。1 日間とい

う短い時間ではありましたが、たくさんのこと

を経験させていただき、多くのことを学ばせて

いただきました。 

西白井消防署の方々がとても優しく接して

くれて、人を救う仕事をしている人はかっこよ

く、憧れる存在でした。自分も西白井消防署の

方々のように他人の気持ちに寄り添って人命

救助ができるようになりたいと思いました。救

急の仕事というのは、傷病者の命を救う尊い職

業であるということを現場で感じました。また、

傷病者や家族とコミュニケーションをとるこ

との大切さを感じました。 

救急のことだけではなく、社会のマナーや身

だしなみについても教わり、社会人としての基

本も教わりました。普段学校では経験できない

実際の現場での経験で、学ぶことが多く西白井

消防署で経験したことを今後に活かしていき

たいです。短い間ではありましたが、お世話に

なり、多くの経験をさせていただきました。救

急車同乗実習を受け入れてくださり本当にあ

りがとうございました。 

 

青木 奨  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

印西地区消防本部の皆様。今回は救急車同乗

実習を受け入れて下さりありがとうございま

した。まず実習を行い思ったことは職員の皆様

のオンとオフの切り替えの早さです。出動では

ない時は話しかけて下さり固いイメージが無

く働きやすそうだと感じました。しかし出動の

際は急に空気が変わりピリッとした空気にな

りました。普段から救命に関わるプロの凄さを

感じました。 

また白井市で行なっている「救急医療情報シ

ート」にとても興味を持ちました。この取り組

みは救急活動を行う上で、迅速かつ円滑に行え

る重要な取り組みだと思います。おそらくこの

ような取り組みは全国では少ないです。もっと

広げていけば救命率や搬送時間の削減に繋が

ります。私が消防士になれたら必ず普及させて

いきたいと思いました。 

一緒に同乗させて頂いた関隊長は落ち着い

た表情や話し方は自分まで安心感を感じまし

た。堀越さんはテキパキとした作業から無駄が

ありませんでした。鈴木さんは女性にしか与え

られない安心感があり女性消防士のすごさ、重

要を感じ救命活動において必要不可欠だと思

いました。このようにそれぞれの特性を活かし

市民を守っているのだなと感じました。 

この実習を通して救急隊の 3 人も出動から帰

ってきて撤収をしている救助隊の方々も全員

かっこよく見えました。さらに消防士になりた

いという気持ちが強くなった実習となりまし

た。本当にありがとうございました。 

 

秋田 航季  

松戸市消防局 八ヶ崎消防署 

 松戸市消防局第二方面本部八ヶ崎消防署の

皆様、今回の救急車同乗実習では大変お世話に

なりました。新型コロナウイルス感染症の拡大

が継続し、救急車同乗実習生の受け入れが厳し

い中、一日の救急車同乗実習を実施させていた

だく機会を頂くことができ、学ぶものが多くあ

りました。ありがとうございました。 

 原付による交通外傷で傷病者が2名発生した

事案の帰署後に、階級・役職も関係なく皆さん
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で今回の発生した問題が二度と起こらないよ

うにするにはどうしたらいいのかを話し合っ

ている姿に感銘を受けました。私は救急救命士

になるための勉強をしていますが、ほとんどが

国家資格取得に必要な医学的な知識・技術や救

急救命士として必要な接遇の在り方などを学

ぶものです。消防組織の救急救命士として果た

すべき責任についての理解が深くありません

でしたが、公務員である消防職員は、どんな状

況でも最高の救急医療サービスを提供する責

任と義務があることを実感しました。また、最

高の救急医療サービスを提供するため現状に

満足せず、問題点は早期に解決・改善すること

が必要であると皆様の姿から学びました。新型

コロナウイルス感染症による救急業務への負

担が増えていることも救急車同乗実習を通じ

て学びました。 

 今後も感染症との戦いが続くと思いますが、

お身体にはお気をつけてください。 

 

天野 智仁  

松戸市消防局 中央消防署 

この度は、このコロナウイルス感染症拡大が

叫ばれる中、私たち日本体育大学の実習を受け

入れてくださり、誠にありがとうございます。

松戸市消防局の方々は出場をせず署内で待機

している際にも本当に皆様快く、救急隊の方の

みならず、多くの方が色々なことを教えてくだ

さいました。救急隊長の戸張さんを始めとする、

実習当日の救急隊の方々にも本当に多くのこ

とを教わりました。このコロナ禍での活動は

色々なことに配慮をしながらの活動になると

思いますが、発熱の有無や、患者様のご家族に

そのような発熱の方がいないかなど、スムーズ

な確認の上、素晴らしい活動をされていました。 

 またお年を召されている方への対応や認知

症を患っている方への対応からは多くのこと

を学び、患者様と真摯に向かい合う姿に感銘を

受けました。 

正直私は、進路について、消防に行くかどう

か、まだ決まっていません。ですが、今回の実

習で教えてくださったことは、どこで働いてい

ても活かせることばかりです。患者様と真摯に

向かうことは、救急救命士のみならず、医療従

事者全てに関係することであり、それは消防の

みならずどこでも必要なスキルであると思い

ます。対応の仕方を教科書で読むだけでなく、

このように救急隊の先輩方の姿を見て学ぶこ

とができたのはとても大きなことです。将来、

もし私が今回の松戸市消防局の方々のように、

実習生に教える立場になりましたら、過去に快

く多くを教わったことを思い出し、たくさんの

ことを伝えたいと思います。それこそが今回の

実習の恩返しになると思っています。伝えてく

ださった医療を次に繋げる架け橋に私もなり

たいと思いますのでこれからも勉学に励んで

いきたいと思います。この度は本当にありがと

うございました。 

 

荒井 啓吾  

小田原市消防本部 小田原消防署 

この度は新型コロナウイルスの感染拡大に

も関わらず、救急医療学科の多数の学生を実習

で引き受けてくださり本当に有難う御座いま

す。1 日という短い時間ではあったものの、特

別な時間となりとても充実していました。当日

の準備や説明を主に救急課長の佐宗さんのお

世話となり、隊活動の見学につきましては隊長

の副島さん、隊員の松本さん、機関員の酒匂川

さんにはとても親切に色々と教えてくださり

ました。現場だからこそ学べる知識や技術をご

教授くださって本当に有難う御座いました。待

機している間には、下田さんや救急隊ではない

消防吏員の方達と共に先着隊の活動訓練に参

加させていただきましたが、資機材に対する理

解が深く感銘を受けました。 

正直なところ、救急車同乗実習を迎えるにあ

たって新型コロナウイルス感染拡大の件や、初

めての実習という事もあって緊張していまし

たが、実習に来た自分を温かく迎えてくださり

緊張がほぐれて、実習に集中することが出来ま

した。自分もいつか救急救命士となり学生を受

け入れる立場になった際は今回の実習で自分

に対して親切にしてくださったように、同じこ

とができるような立派な救急救命士を目指し

たいと思います。 

また私は地元の横浜市消防局と東京消防庁

の2つしか受験するつもりがありませんでした

が、今回の実習を踏まえて小田原市消防本部も

選択肢に入れて現在考えています。温かく学び

やすい環境で、自然豊かな小田原周辺地域にと

ても魅力を感じました。そのように思わせてく

ださった小田原消防署の方々に大変感謝して

います。今回学んだ内容を今後の糧にして、こ

れからも学業に引き続き専念していきたいと

思います。この度は本当に有難う御座いました。 

 

石下 黎  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

西白井消防署職員の皆さんおかげで実際の

救急活動を経験することができました。私は 88

歳男性、胸痛、呼吸苦、冷汗ありというショッ

クが疑われる傷病者の出動を同乗しました。現

場到着までに資機材、搬送するであろう病院の

確認、ショックが疑われることからヘリ要請の

準備していました。学校で行う臨地実習では傷
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病者と接触してから病院をどこにするか考え

ていたので実際の現場との違いに気づくこと

ができました。また、PA 連携はとても素晴らし

いと感じました。消防隊は救急隊が活動しやす

いようにストレッチャーを準備したり、関係者

への対応、玄関の靴を揃えるなど細かい配慮ま

で行っていました。救急隊はとても活動しやす

かったと思います。一連の救急活動を見て、準

備をしておくことがスムーズな活動に繋がる

と思いました。西白井消防署の方々はとても優

しく、消防署へ帰宅する車内で丁寧にフィード

バックを行っていただき、とても勉強になりま

した。コロナ禍という状況下でお忙しい中、実

習をさせていただき大変ありがとうございま

した。 

 

石川 友哉  

知多中部広域事務組合消防本部 

半田消防署 成岩出張所 

現在コロナウイルスの影響により、世界は大

変な状況になっています。日本でもコロナウイ

ルスの影響で医療機関等が忙しく医療崩壊す

る勢いです。そんな危険な状況の中僕たちに実

習をさせていただきすごくありがたく思って

います。実習を行うことができなければ、現場

の緊張感や、実際の傷病者に対する対応等を学

ぶことができませんでした。実習を行えたこと

で、狭いスペースの中での搬送や、聞くべき情

報、情報の適切な聞き方などを学べ、すごくい

い経験になりました。 

また、地元の消防署ということもあり方言な

どを使っており最初はどうなのかなと感じて

いましたが、聴き慣れた言葉は傷病者の方を落

ち着かせることができコミュニケーションが

取りやすく土地ならではの特徴だと感じまし

た。実習で学んだ救急隊の連携、活動の円滑さ

などを将来働く際に生かせられるようにした

いと思います。今回、実習を受け入れていただ

きありがとうございました。 

 

石場 健太  

富山県東部消防組合消防本部 魚津消防署 

魚津消防署の皆様、11 月の救急車同乗実習で

はお忙しい中、大変お世話になりました。新型

コロナウイルス感染症拡大により多くの消防

署が実習の受け入れを拒否している中、実習を

受け入れてくださり富山県民の温かみを感じ

ました。私は大学での実習の中で、救急車同乗

実習が一番楽しみでした。その実習を生まれ育

った故郷でできたことにとても感謝していま

す。ありがとうございました。 

実習では谷口隊長をはじめ多くの職員の

方々が面倒を見てくださり、さまざまな経験を

することができました。現場だけでなく JPTEC

訓練や施設見学、車両紹介、プロトコールの説

明など丸一日時間を割いてくださり、充実した

実習になりました。最初の出動では予令ととも

にすごいスピードで救急車に乗り込み、出動し

た時の気持ちは忘れません。 

また、接遇の面では地元の言葉に温かみを感

じ、方言が一つのコミュニケーションツールに

なっていると感じることができました。 

慣れ親しんだ土地で実習をさせていただき、

消防士になりたいという気持ちがより一層強

くなりました。生まれ育った故郷に恩返しをで

きるように、今できることを精一杯取り組みた

いと思います。 

最後になりますが、今回の実習は一日でとて

も短く感じましたが、とても中身の濃いものに

なりました。本当にありがとうございました。 

 

一宮 大城  

小田原市消防本部 小田原消防署 

今回は、救急車での同乗実習を体験させてい

ただきありがとうございました。同乗すること

で、普段シミュレーションの授業では味わうこ

とのできない緊張感や責任感を感じることが

できました。その中での、隊長さんや隊員さん、

機関員さんの落ち着いた雰囲気にどこか安心

感を感じるところがありました。その優しい雰

囲気が活動する上で、傷病者や家族などに安心

感を与えているように感じました。救急活動で

は、家族や関係者、傷病者へのコミュニケーシ

ョンの取り方、所見の聴取、IC など多くの接遇

を学ぶことができました。救急隊の態度一つで、

活動のスピードや病院選定につながり活動が

変わってくると感じました。失敗を繰り返すこ

とで学ぶことも大切ですが、真似して学びを得

れることもあるので頑張りたいと思いました。 

また、隊長さんとの「小田原市の MC や小田

原市の災害の特徴について」意見を交わすこと

ができ、有意義な時間になりました。出動件数

は 1 件のみでしたが、1 つの症例から得られる

学びは多くありました。今回の実習の経験を糧

に更なる知識の向上を目指して励んでまいり

ます。この度は、お忙しい中私たちのためにお

時間を割いていただきありがとうございまし

た。お体にお気を付けてお過ごしください。 

 

岩崎 大翔  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

印西地区消防組合消防本部西白井消防署の

皆さん、ありがとうございました。実際の現場

の活動の流れや傷病者の対応など多くのこと

を学ぶことが出来ました。 

1 つ目は、小児の対応です。カミソリでの切
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創の傷病者は泣いていて暴れていました。この

ような傷病者に対しては、バイタルサインを無

理に、全て聴取しなくて良いということを学び

ました。また、ヘルメットやゴーグルは、威圧

感があるので隊長は、外していました。やはり

このような工夫は、実際の現場でしか経験する

ことが出来ないので、貴重な経験になりました。 

2 つ目は、交通事故の症例です。交通事故の

症例だったため、警察と救急隊の活動でした。 

警察は、二次災害を防ぐために安全管理を意識

して活動を行っていました。また、救急隊は、

自転車の破損場所や破損状況、車の速度など事

故の詳細を具体的に聴取していたのが印象的

でした。 

また、悲惨な状況でも冷静に活動をすること

が大事だと実感しました。このような強い気持

ちを持つには沢山の経験をすることが必要だ

と仰っていました。 

私はこの救急車同乗実習を行い、消防職員に

なりたいという気持ちが強くなりました。私は、

知識や技術、コミュニケーション能力など沢山

のことが足りていないと実感しました。残り少

ない大学生活では、少しでも多くの知識や技術

を吸収して、立派な救急救命士になろうと思い

ます。 

新型コロナウイルス感染拡大の中にも関わ

らず、実習を受け入れてくださり本当にありが

とうございました。 

 

上野 颯太  

糸魚川市消防本部 

この度は新型コロナウイルス感染症拡大に

より大変お忙しい中、救急車同乗実習の機会を

与えて頂きましてありがとうございました。短

い期間でしたが、現場の緊迫感を肌で感じるこ

とができました。特に PA 連携で出動を同乗さ

せていただいた時、多くの隊員が限られた空間

で素早い判断と行動する姿に驚かされました。

また、消防署内の施設を見学で救急隊以外の消

防職員の方々の業務を見ることができ、貴重な

経験となりました。 

 今回の実習が私にとって得難い経験になっ

ただけでなく、改めて救急救命士になりたいこ

とや地域に貢献したいという気持ちがより一

層強くなりました。この経験を活かし今後の励

みにしていきたいと思います。この度は本当に

お世話になりました。ご指導頂きありがとうご

ざいました。 

 

鵜飼 駿  

我孫子市消防本部 西消防署 

 今年度、新型コロナウイルス感染症が拡大し

ている中、学生の実習を引き受けることは様々

なリスクが考えられたと思われます。その中、

私たち日本体育大学の学生に救急車同乗実習

という場を設けて頂きとても感謝しておりま

す。今回、私たちの実習期間は 1 日という限ら

れた時間であり異例の年になりましたが、この

未知な感染症が世界中で広がっている中での

実習は、間違いなく例年の実習を超える貴重な

経験になりました。 

 実習当日は朝の大交替、車両設備点検の見学

から始まり、その後すぐに救急出動があり、計

4 回の同乗をさせて頂きました。我孫子消防本

部西消防署では 2 台の救急車が運用され、私は

両方の救急隊の活動を見学することができま

した。消防職員の方々が親切に対応してくださ

り、活動の一連の流れや現場でしか学べないこ

となど、それぞれの救急出動で沢山の学びがあ

りました。また、救急現場の第一線で活躍され

る皆様の姿を近くで体感することができ、とて

も刺激を受けました。 

 消防署長の川村良治さんをはじめ、救急隊の

佐久間隊長、佐藤隊長、指導してくださった我

孫子市消防本部の方々には大変お世話になり

ました。今回の実習を通して、沢山の学びと課

題を得ることができ、実習させて頂いた時間を

とても有意義なものにすることができました。 

 我孫子市消防本部という素晴らしい組織で

実習できたことを誇りに思い、今後精進してい

きたいと思います。ありがとうございました。 

 

大笹 晃嵩  

柏市消防局 東部消防署 

この度は、新型コロナウイルス感染症が拡大

する中、救急車同乗実習を受け入れてくださり

ありがとうございました。 

同乗実習当日は3件の救急事案に出動するこ

とができました。軽症、中等症、重症と全て緊

急度・重症度が違っており、活動の方針や時間

の使い方について学ぶことができました。また、

発生場所にあっても路上、自宅、職場と全て違

っており、家族や通行人、会社の職員と言った

様々な関係者に対する接遇なども学ぶことが

できました。出動の合間には救助隊の訓練や車

両、消防署の見学をさせていただき、救急のこ

とだけでなく、幅広く学習することができたと

思います。お忙しい中、多くのことを学ばせて

いただき、本当にありがとうございました。 

 

岡村 光介  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

今回は新型コロナウイルス感染拡大により、

消防機関の方々多忙な業務をこなしているこ

とが予想される中、私たちの実習を受け入れて

くださり誠にありがとうございました。 
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私は将来、救急救命士として働くことを夢に

この学校に入学しました。その中でも 1 番楽し

みにしていたのが救急車同乗実習のカリキュ

ラムでした。それもあり、コロナの影響で行け

ないのではないかと残念な気持ちになってい

たのですが西白井消防署の方々が沢山の学生

を受け入れてくれたこともあり私たちは無事

に実習に参加することができました。現場でし

か味わえない緊迫感や普段のシミュレーショ

ンの授業では学ぶことのできない現役救急救

命士の方々のスキルを肌で体感し存分に学ぶ

ことができました。加えて、感染予防のために

出動以外は別室待機という状況だったのです

が、救助隊の訓練を見学させていただけたこと

や防火服の着脱体験をさせていただけたこと

はとてもいい経験になり、より夢への期待が高

まりました。また、無知な私に優しく丁寧にわ

かりやすくご教授してくださったことは決し

て忘れません。口だけでは命を救いたいと言え

ても行動が伴わなければ救えるはずの命も救

えないのが事実です。そうならないためにもよ

り一層勉学に力を注ぎたいと思います。本当に

ありがとうございました。 

 

我満 夕輝  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

この度は新型コロナウイルス感染症拡大が

猛威を奮う中、我々学生の知識・技術の向上の

ために実習を受け入れてくださり誠にありが

とうございます。 

私は今回の実習で、実際の現場の緊張感や活

動の流れ、病院選定の具体的な根拠、傷病者や

家族へのコミュニケーションの方法などを学

ぶことを目的としておりました。 

実際の出動は 1 回で、不搬送となってしまい

ました。しかしその一つの症例の中でも、家族

へのインフォームドコンセントの重要性を学

ぶことができました。通報内容は82歳の女性、

鼻血が止まらないとの本人からの通報でした。

現場に到着したときには本人が玄関先で救急

車を待っており、そのまま自分の足で救急車に

乗り込みました。傷病者接触時には鼻血は止ま

っており、バイタルサインも異常がないため搬

送の必要がないと判断し、不搬送の旨を伝えて

おりました。その中で隊長さんが救急車の適正

利用についてご本人に十分に説明しており、ご

家族にも同意を得て不搬送となりました。 

一般市民や傷病者への救急車の適正利用の

普及と十分なインフォームドコンセントが大

変重要だと学ぶことができました。 

重ねてではありますが、このような社会情勢

で実習を受け入れ難い中、実習生を受け入れて

くださりありがとうございました。 

川島 大造  

我孫子市消防本部 西消防署 

10 月の実習でお世話になりました日本体育

大学保健医療学部救急医療学科3年の川島大造

です。 

実習では大変お世話になりました。10 月の大

変貴重な実習でとても刺激を受け救急医療の

勉強に励んでいます。この実習を通していい救

急救命士になれるように頑張ります。救急隊の

方々の実際の隊活動を見させていただき現場

の緊張感も経験させていただきました。救急隊

の活動以外にも五十嵐さんに我孫子市消防本

部の内部を紹介していただいたり、防火服を実

際に着せていただいたりもしました。小川さん

にも飲み物を買ってもらったりしてもらい、私

にとってとても有意義な時間となりました。私

は運良く社会科見学も見学させていただきま

した。皆さんの受け答えを見ていてとても一言

一言に重みを感じさせていただきました。私も

小学生に混じって消防署を一から学ばさせて

いただきました。皆さんの姿を見ていてより一

層消防に勤務したい気持ちが増しました。その

気持ちを胸に今公務員試験も並行して勉強し

ています。我孫子市消防の方の暖かさを受け我

孫子市消防を受験したいと考えています。合格

した際にはご報告させていただきます。 

本当にありがとうございました。 

 

カンカーニゲ サチン  

小田原市消防本部 小田原消防署 

今回実習を受け入れてくださった小田原消

防署の皆様本当にありがとうございました。 

最初ものすごく緊張して、コミュニケーショ

ンを取るのは得意な方ですが不安でしたが、す

ごく親切に接してくださったおかげですぐに

なれることが出来ました。話題をふっていただ

いたり、自分の将来の夢を話すと指令センター

みたら？って勧めていただき、指令センターを

ほんとに長い時間の間しっかり見学すること

も出来ましたし、通常時と緊急時の対応の仕方

など、学ぶことが出来ました。 

また、運転技術の向上のために近くの教習所

を実際に貸し切って、先輩の機関員の指示に従

い、どのようにしたら安全かつ迅速に現場にた

どり着くことができるなど、大学の学習では学

べない経験をたくさんすることが出来ました。

今回の経験をしっかりこれからの勉学にいか

せられるように頑張ります。本当にありがとう

ございました。 

 

小玉 真史  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

コロナ禍のなか実習を受け入れてくださり
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ありがとうございました。 

実習中1度だけ現場に連れていってもらいま

したが、その際に傷病者の状態やコロナ禍の現

状で病院選定が難しいことや最初に何を病院

側に伝えるのかを学ぶことができました。 

GCS が曖昧な場合どうするのか、関係者との

コミュニケーションはどのようにするのか等

の質問にも丁寧に説明していただき理解を深

めることができました。 

高齢者の方には予め既往歴、服用薬等を記載

して貰うことで情報収集を早める工夫がなさ

れていることはとても勉強になりました。地域

の方たちとの協力で多くの命が救えると学ぶ

ことができました。 

関係者とのコミュニケーションで落ち着い

て話すことで相手も焦って取り乱すことがな

くなることを見学することができました。シミ

ュレーションの講義の際に今回の実習で学ん

だことを活かしてコミュニケーション能力を

上げていき、関係者、家族の方には不安な思い

をさせず、傷病者の命を１つでも多く救える医

療人になりたいと感じました。 

コロナ禍で多くが見学ができない中、できる

だけ学べるように施設の説明だけでなく、放水

作業の見学等の機会を作ってくださり感謝し

ています。短い期間でしたが本当にありがとう

ございました。 

 

小林 健斗  

上尾市消防本部 東消防署 

 この度は新型コロナウイルス感染拡大でお

忙しい中、上尾市消防本部東消防署の皆様には

実習を受け入れて下さり感謝申し上げます。今

回の実習は私にとって大変貴重な経験になり

ました。学校で行う実習と現場での活動は緊張

感もとても違い普段の想像力の甘さを痛感し

ました。しかし今回その緊張感を体感すること

が出来たので今後の活動に生かしていきたい

と思います。 

 また現場での活動の学びだけでなく、救急車

内の説明などもしていただきました。救急車内

の動態記録の存在を自分は知りませんでした。

時間管理は現場ではとても大切な事項と考え

ているので、救命士が特定行為ができるよう進

化しているように救急車自体も進化している

ことがわかりました。 

 そして一番気になっていた現場での傷病者

とのコミュニケーションも見学させていただ

きました。傷病者の状態に合わせて適切なコミ

ュニケーション技法を使っていてこのような

コミュニケーションの取り方もあるのかと学

ぶべき接遇をたくさん見させていただきまし

た。 

 私は将来傷病者を安心させてあげられる救

命士になりたいと思っています。その目標にお

いて救急隊の皆様の対応には感銘を受けまし

た。 

 今回の経験を無駄にはせず、必ず将来に生か

し社会に貢献できる救命士になりたいと思い

ます。本当にありがとうございました。 

 

佐藤 功樹  

我孫子市消防本部 西消防署 

 この度は新型コロナウイルスによる感染拡

大の状況下にも関わらず、実習を受け入れてく

ださった大木隊長、武者小路隊長をはじめ、我

孫子市消防本部の皆様には、心より感謝申し上

げます。 

 今回の実習は、自分にとって将来像が大きく

変わる実習だったと感じております。理由とし

ては、現役救助隊員の方々からの救助隊へのお

誘いがあったからです。自分は病院救命士にな

りたいと決めて同乗実習に臨んだのですが、帰

宅時に「待っている人間ではなく、先に現場で

いなければならない人間」と気づきました。救

急救命士の資格を持った救助隊員になれば、救

出に時間がかかる現場などでも、自分が傷病者

の第一救助者として生命をつなぐことができ

るのはないかと、危険との隣り合わせの現場で

はありますが、自分への挑戦する心に火がつき

ました。また、朝の出動訓練を見学させていた

だいて、覚知から出動準備時の着替えるスピー

ドや車両に勢いよく乗り込む姿勢、現場に着く

と同時に一つの円を作り、隊の中での情報共有

や活動方針を決めている場面を拝見させてい

ただいて、「自分もこの中に入り、仲間と要救助

者を 1 人でも多く助けたい」という心が持てる

ようになった時間だったと思います。 

 短い時間ではありましたが、我孫子市消防本

部の皆様との時間はまた必ず来ると信じ、今後

の糧として勉学に活かしていきます。5 年以内

に我孫子市消防本部に戻ります。本当にありが

とうございました。 

 

佐藤 陸  

小田原市消防本部 小田原消防署 

この度新型コロナウイルスの猛威が世間を

騒がれる中、救急車同乗実習に受け入れ有難う

御座いました。この実習からは様々なことを学

ばせていただきました。 

小田原市消防本部では初めに自分たちで用

意した実習着ではなく、活動服をお借りして同

乗実習に臨むことができ、歓迎されていると感

じました。活動服に着替えた時に署内の案内を

軽く受け救急車内、資機材の説明をしていただ

きありがとうございました。 
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また今回の救急車同乗実習を受けて印象的

に思ったのは、救急員の方が統括を行っていた

ように感じました。恐らく、次世代の救急隊の

教育を行っているのだと思いました。 

そのほかに小田原市の救急では湘南メディ

カルコントロールに基づくものでした。特徴は

存じ上げておりませんが、3 点の心電図の貼る

位置が決められていたことが印象的でした。 

また、小田原市消防本部がかなり広域で、海、

山、高速道路が存在するためドクターカーの運

用をしていたりととても印象的でした。 

最後に、世間がこのような情勢の中、今回救

急車内の限られたスペースを使っていただき、

実習に協力いただきましたこと深く御礼申し

上げます。自身の今後に役立てられるように精

進していけたらと思いました。 

 

澁澤 良亮  

小田原市消防本部 小田原消防署 

今回は新型コロナウイルス感染拡大により、

消防機関をはじめ医療機関の方々が多忙な業

務の中、私たちの実習を受け入れていただき誠

に感謝申し上げます。 

今回の実習を通して、接遇の仕方によっては

円滑に活動ができることを肌で感じ、改めて接

遇が重要だと思いました。現場での状況や言葉

遣いによる信頼関係の構築の方法を体験する

ことができました。時に些細な会話・コミュニ

ケーションが重要な情報になり得ることもあ

ると思いました。大学の講義では、手技や知識

を学んできました。このような病態にはこのよ

うな対応・処置を行う。などの形式に沿った活

動をしていました。テキストに載っているよう

なバイタルや所見を集められる症例は少ない

と感じました。大学では学び感じることができ

ない現場の緊張感や空気感を味わうことがで

きました。自分の処置や観察で一杯一杯になっ

てしまう自分の半人前さを痛感することがで

きたことは、自分自身の成長の糧になると思い

ます。 

今回の実習で体験できたことを生かし、知識

や技術はだけでなく、傷病者や家族の痛みや苦

悩に寄り添い安心を与えられる活動をしたい

と思います。そう思えるような体験ができた小

田原消防署の皆様に改めて感謝を申し上げて、

感謝の言葉とします。本当にありがとうござい

ました。 

 

島田 昂治  

小田原市消防本部 小田原消防署 

 この度、新型コロナ感染が広がる中、実習を

引き受けていただきありがとうございます。 

一人での実習を行うという、緊張があったので

すが、小田原消防署の方々は、とても気さくに

話しかけてくれた事や、挨拶をした際に皆さん

元気に挨拶を返していただき、緊張感や不安が

なくなりました。また、挨拶という基本的な事

なんですが、消防士の方々の挨拶は、とてもカ

ッコよく見えました。 

 次に、実習内では、3 人の救急救命士の方々

にお世話になりました。救急指令が流れてから

の救急救命士さん達の切り替えの速さ、出場ま

での時間がとても早い事にとても驚きました。

また、傷病者を病院までに搬送するまで救命士

の方々は、気を抜かず対応している姿を見学す

ることができました。現場での活動では、3 人

の連携が取れており、スムーズな搬送であった

り、かなりの経験を経験しているのがわかりま

した。傷病者やご家族への接遇の仕方を学ぶこ

とができました。そして、救急の現場で、最前

線で活躍されている救急救命士を間近で見る

ことが出来たことが、とてもいい経験になりま

した。 

 今回、1 日ではありましたが、小田原消防署

に勤めている消防士の方々、救急救命士の方々

の姿を見て、私自身将来、小田原消防署の人達

のような救急救命士になりたいと、強く思うよ

うになりました。また、救命士として多くの人

を救っていけるよう、今回の経験を活かし、勉

学に励んでいきます。 

この度は、お忙しい中、ありがとうございま

した。 

 

志水 雅空  

小田原市消防本部 小田原消防署 

今回は新型コロナウイルス感染症が拡大し

ている中で救急車同乗実習という形で受け入

れをしていただきありがとうございました。 

私は普段、外からしか救急車を見ることしか

なかったですが、実際救急車に同乗し現場まで

出場するなど、普段では経験することができな

いことをたくさん経験させていただきありが

とうございました。 

実際に消防士の方々と同じ服を着させてい

ただき鏡越しの自分を見た時にとてもワクワ

クしました。改めて将来この服を着て市民の

方々の役に立ちたいと思いました。 

救急車に乗って現場へ行き、病院に搬送する

など自分の中ではとても緊張していましたが、

救急隊の方々が親切で優しく声をかけていた

だき緊張が溶けて真剣に学ぶことができまし

た。実際には 3 件の症例に関わらさせていただ

き、傷病者一人一人に対する症例で小澤さんを

隊長とするみなさんが傷病者に対して親切な

言葉遣いで接遇をしているのをみてとても勉

強になりました。 
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これから普段の大学の実習の隊活動で真似

をして生かすことができることだと思うので

とても勉強になりました。帰署をして傷病者の

疾患などを丁寧に教えていただき感謝してい

ます。将来小田原消防の皆さんみたいに親切で

優しい消防士にな寝るようにこれからも今ま

で以上に勉学に励みたいと思います。 

 

鈴木 駿介  

小田原市消防本部 小田原消防署 

小田原市消防本部小田原消防署の皆様、救急

車同乗実習を行わせていただきありがとうご

ざいました。午前中は救急車の要請がなかった

ので資機材の点検などを一緒に行ってくれ教

えてもらいました。救急車の中では消防の事を

話してくださったり自分の話を聞いてくれた

り人生相談にも乗っていただいて、話しててと

ても自分のためになり楽しくリラックスでき

ました。そのおかげで一日の実習をリラックス

して楽しく行えたのだと思います。 

指令管制センターも見学させていただき老

人ホームの避難訓練の練習の通報を見させて

もらいどのように通報指令を受けているか細

かく説明をしてもらえて指令管制員にとても

興味が湧きました。またハイテクな情報共有シ

ステムも見せていただきました。とても現代的

でこのシステムが有れば活動を迅速にスムー

ズに行う事ができるな、とても良いシステムで

あると感じました。 

午後は2件実際の救急要請に同乗させて頂実

際の現場で活動を行わせてもらいとてもいい

経験ができました。2 件目の通報が来たのが 16

時過ぎで実習が終わるギリギリの時間であっ

たにも関わらず『帰ってくる時間実習の時間過

ぎちゃうけど行くか』と言ってくださって実習

時間以上実習を行わせてもらいとても嬉しく

思いました。飲み物などを奢っていただいたり

良くしてくださって嬉しかったです。 

自分が消防士になって逆の立場になった時

に実習生が来たら今回してもらった事をして

あげられるようになりたいです。ありがとうご

ざいました。 

 

袖山 涼寿  

筑西広域市町村圏事務組合消防本部 

この度は、コロナ禍という大変な状況の中で

実習を受け入れてくれた事に感謝申し上げま

す。現在の状況ではどの様な対応をしているの

か等は、この時期でしか経験する事が出来ない

事なので、勉強になりました。 

 コロナウイルスの影響で、実際に救急自動車

に同乗し、現場に向かうことは出来ませんでし

たが、救急自動車の資機材の入れ替え・救急救

命士とのシミュレーション訓練等、様々な事を

実習時間内で行わせて頂き1日という短い期間

でしたが、実際に勤務している気持ちになりま

した。 

  私の地元でもある茨城県筑西市で実習を出

来た事は非常に良い体験になりました。これま

では地元とは言え、救急救命士の目線で地域の

特徴等を捉えたことが無かった為勉学に取り

組んでいくべきだと感じました。その他に、救

急救命士とはどの様な職業なのか、自分の中で

はありますがどう言った気持ちで取り組んで

いくべきなのかを理解出来たのではないかと

感じております。 

今回の実習を通して、私のこの先の人生像も

掴めたのでは無いかと思っております。救急自

動車同乗実習での経験を無駄にすること無く、

今後、残り少ない学校生活に全力で取り組んで

いきます。先程も述べた通り、1 日という短い

期間でしたが、お世話になりました。ありがと

うございました。 

 

高橋 健  

上尾市消防本部 東消防署 

上尾市消防本部東消防署の職員の皆様、新型

コロナウイルス感染症が拡大しており実習受

け 入れが難しい中、私たち日本体育大学の学

生を受け入れてくださり誠にありがとうござ

いました。一日という短い間でしたが、私にと

ってとても内容の濃い一日でありました。実習

が始まると、角谷隊長は上尾市消防本部のウイ

ンドブレーカーを貸してくださり、私を仲間に

入れてくれたのだと感じとても嬉しかったで

す。また、署内を周らせて頂いた際は通信指令

室と救助隊の訓練を見学させて頂きました。実

際に職員の方々が勤務をしている姿を見てと

ても刺激を受けました。私も職員の方々のよう

に市民の安全を守るための仕事、訓練をしたい

と強く感じました。 

 救急車同乗実習中に角谷隊長に頂いた「傷病

者を家族だと想定し、自身の家族として求めら

れる活動を行う」という言葉にとても感銘を受

けました。これは、処置以前に救急救命士を目

指す私にとって必要なことであると考えます。

活動の中でも、実際の傷病者への接遇からその

ような活動の必要性という事を感じることが

できました。 

 今後の学内実習では、「傷病者を家族だと想

定して」という意識をもって臨み、市民に信頼

されるような救急救命士を目指します。この先

も、新型コロナウイルスとの闘いが続くことが

予想されます。難しい中ではありますが、来年

度も日本体育大学の後輩へご指導頂けたらあ

りがたく存じます。 
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高山 航  

高崎市等広域消防局 中央消防署 

高崎市等広域消防局の方々、新型コロナウイ

ルス流行中にも関わらず救急車同乗実習を受

け入れてくださりありがとうございました。実

習当日には、2 件の救急出動に同乗させて頂き

ました。救急隊の円滑な活動や傷病者に対する

コミュニケーションを見学してとても勉強に

なりました。瞬時にショックの判断をすること

や高齢の傷病者とのコミュニケーションには、

キーパーソンから情報を取ることなど実際の

救急現場でないと分からない事が多くありま

した。 

 救急出動以外にも、群馬県の救急医療体制か

ら高崎市等広域消防局の救急救命士について

細かく教えて頂きました。また、隊活動の訓練

では群馬県の強みであるドクターヘリやドク

ターカーの要請のタイミングを常に考えてい

て、病院が遠い地方ならではの難しさを感じま

した。その他にも、令和 4 年の救急隊シンポジ

ウムが中核都市で初めて開催する事を聞き、研

究活動にも盛んな消防でも働きたいと強く思

いました。 

 最後に、高崎市等広域消防局の課長補佐の甘

田様をはじめとする、職員の方々大変お世話に

なりました。また、当日同乗させて頂いた救急

隊長の佐藤様をはじめとする、救急隊の方々た

くさんの事を教えて頂きありがとうございま

した。この実習で学んだ事を今後の糧にして、

学生生活やその後に活かしていきたいです。 

 

田中 遥也  

知多中部広域事務組合消防本部 

半田消防署 北部出張所 

この度は私たち日本体育大学の学生を救急

車同乗実習に受け入れてくださりありがとう

ございました。私はこの実習で、病院前で働く

救急救命士や救急隊員・消防官の役割、活動の

実際を学び、医療機関内の救急救命士との違い

を知ることができ、今後の私が目指す救急救命

士像を考えることができました。また、出身地

で実習させていただけたことで、地元の救急医

療体制を理解することができました。北部出張

所にお世話になって、朝にミニ訓練を取り入れ

て技術向上を図られていたことや、傷病者を第

一に考えて処置・搬送をするお話がとても印象

に残っています。そして、愛知県プロトコール

に則ったCPA傷病者に対する活動訓練は衝撃的

で、私も将来、同じこと、そして見せていただ

いたこと以上の活動を愛知県でできるように

頑張っていこうと思いました。 

今後の進路決定の参考になることも多く、親

身になってお話しいただいたことはとても心

に残っています。 

私が将来消防官となって現場に出ることが

できるようになったら、皆様のような活動がで

きるように今後の学生生活で知識・技術を向上

させていきます。自分の意識の持ちようで実習

の価値が変わることも教えていただいたので、

一つ一つを大切にして励みます。 

最後になりましたが、山𥔎様、武藤様、小金

澤様、堀様をはじめ北部出張所の皆様、実習の

ために調整いただいた実習担当者様、本当にあ

りがとうございました。 

 

遠山 拓朗  

松戸市消防局 中央消防署 

新型コロナウイルスが流行している中で実

習をさせていただきありがとうございました。 

実習ではとても緊張した私を快く受け入れて

くれて、救急車内で、資機材の確認を細かく説

明していただいたり、LUCAS の使い方を教えて

くださったり、何から何まで大変お世話になり

ました。 

そして、実際の現場の隊活動を見ることがで

き、緊迫した中での IC などの家族対応や、急

変時の対応の速さ、隊活動のチームワークなど

を学ぶことができて良かったです。症例でも 1

時間前から胸が痛いという指令で ST 上昇が見

られ、車内収容時 CPA となり、1 回目のショッ

クで ROSC をするというとても貴重な経験をす

ることができました。この症例でも意識レベル

低下から、ROSC するまでの時間はとても早く、

急変時の対応が素晴らしかったですし、私自身

も急変時に素早く対応できるようにしっかり

と学校で練習したいと思います。 

将来は松戸市消防局の救急隊として働きた

いと思っており、これからしっかりと勉強し、

皆さんと一緒にお仕事ができるように頑張り

ます。ありがとうございました。 

 

長岡 春樹  

小田原市消防本部 小田原消防署 

新型コロナウイルス感染症が拡大し、医療現

場も逼迫している状況が多い中、私達を実習生

として快く受け入れて下さり本当にありがと

うございました。 

私は救急車同乗実習を1年生の時にも経験し

ました。しかしその時は 1 件も出場することな

く終わったので、救急隊の方々の現場活動を間

近で見ることが出来て大変勉強になりました。 

実習当日、私はとても緊張していました。また、

朝消防署に到着して救急隊の皆さんにちゃん

と挨拶ができていない状態で1回目の出動指令

がかかってしまったので、私は余計に緊張して

いました。しかし、小田原消防署の皆さんはと
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ても温かく接してくださり、現場でもバイタル

測定や身体所見を取らせてくださいました。症

例としては軽傷でも、実際の傷病者を観察した

のは初めてだったため本当に緊張したと同時

に、大変勉強になりました。 

また、小田原消防の現場活動プロトコールも

見せていただき、心電図の貼る位置によって V3

相当誘導という見方があること等の、実際に消

防機関に入らなければ分からない知識を得る

ことが出来ました。 

今回の実習で私は消防士になりたいと改め

て再確認することが出来ました。実習をさせて

いただいて、救急隊がどれだけ素晴らしい仕事

なのか、救急隊になるまでに消防士として 1 人

前になる必要があり、それがどれだけ大変なこ

となのかをよく学ぶことが出来たと思います。

今回の実習での貴重な経験を活かし、立派な救

急救命士になれるよう努力していきたいです。 

 

永田 渓太  

小田原市消防本部 小田原消防署 

まず初めに今回はこのような状況の中、私達

の実習を受け入れていただきまして、誠にあり

がとうございます。本来であれば原則、見学に

留まるところを今回はたくさんの経験をさせ

ていただきました。また、今回は実際に小田原

消防の方々が着ている活動服を着て実習を行

う事ができました。他の実習先では中々体験で

きないとても貴重な経験をさせていただき誠

にありがとうございます。救急車内に乗り活動

をさせていただいたことはもちろんですが、職

員の方がとても優しく接してくれて消防署内

の様々な事も知る事ができました。 

私自身、とても印象に残った症例から学んだ

事があります。収容依頼を 7、8 件も行い、車

内収容してから現場出発に約1時間かかった症

例を体験させていただきました。その中で学ん

だ事があります。約 1 時間の間の隊長、隊員、

機関員の傷病者、関係者対応がとても親切で常

に傷病者の事を考えているといった事を学ば

せていただきました。技術や知識だけを身につ

けるだけでなく、常に傷病者などの事を考えら

れるような立派な救急隊に私もなります。この

貴重な体験を受けて、私自身より一層救急救命

士の資格を取り、救急隊として活躍したいとい

う気持ちが本当に高まりました。立派な救急隊

になれるように、今後もしっかりと勉学に取り

組みたいと思います。今回は誠にありがとうご

ざいました。 

 

中村 樹  

小田原市消防本部 小田原消防署 

まず、このような状況下において実習を受け

入れて下さったことを心からお礼申し上げま

す。大変ありがとうございました。私が今年度

小田原消防で実習を行うにあたってとても緊

張しましたが、永井さんをはじめ、小澤隊長、

船坂隊員、江川機関員など接する全ての方が気

さくで非常に実習しやすい環境を作って頂い

たことや、バイタルの聴取など可能な限り実習

が行えるように積極的に手助けして頂いたこ

と大変感謝しております。私が、出動したなか

で交通事故の症例がありました。既に警察の方

達が交通整理を行う中対活動を行うところを

見学させていただきました。実際の現場で交通

事故の症例を見ることは初めてだったので交

通整理や警察との連携、事故を受けた傷病者に

対する接し方やバイタルの取り方などをまじ

かで見ることができてとてもいい経験になり

ました。今後の私の進路はまだ定かではありま

せんが、小田原消防の方々と接することで感じ

られた人間味や仕事に対する姿勢はどの職業

でも重要であり、私にとって非常に貴重な体験

だったと確信しております。大変お世話になり

ました。 

 

野村 光史郎  

遠軽地区広域組合消防本部 

 新型コロナウイルス感染拡大の大変な環境

の中、私が希望した遠軽消防で実習させていた

だきありがとうございました。 

 今回の実習では、消防業務の理解、通信指令

室の見学といった普段、身をもって経験するの

ことのできない経験をする事ができました。 

経験できたのも、消防職員の皆様の理解があっ

ての事だと思います。 

 様々な事を経験させて頂いた実習の中で印

象に残っている事があります。それは、資機材

を大切にするという事です。何気なく使ってい

る、マスクやベスト、手袋でもお金がかかって

いて、それを注文する人がいて、届くまでには

時間がかかる。といった当たり前の事ではあっ

たのですが、改めて、そこまで考えられる人間

でありたいと思いました。そして、感謝の心を

持つことが大事だと思いました。 

 もう一つは、遠軽消防の職員の方々の意識の

高さや優しさを感じました。私も立派な消防官

になり、今度は私が教える立場になりたいと思

いました。今回、経験させて頂いた事を、今後

の人生の糧にして、日々精進していきます。 

本当にありがとうございました。 

 

平山 潤弥  

小田原市消防本部 小田原消防署 

このたびは世界中がコロナウイルスで大変

な中、小田原市消防本部で実習をさせて頂きま
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してありがとうございました。 

今まで病院実習でしか現場の経験がなく病

院以前ということもあり初めての経験でとま

どいも多く、学ぶことがたくさんあり、実習の

時間があっというまに過ぎていきました。 

私が実習させていただいた日は出動が1件とい

うこともあり平和な 1 日でした。出動が無いか

らといって私を放置することもなく小澤さん

は指令センターの見学や資機材の説明までし

ていただき本当にありがとうございました。指

令センターの見学ではデモンストレーション

まで行っていただき、文面でしか拝見していな

かったものだったのでとても良い経験となり

ました。 

救急救命士の皆様だけではなく消防士の皆

様も暖かく迎えていただき、消防の講義などを

一緒に受けさせて頂くなどの普段はできない

貴重な体験をさせていただきました。皆様、要

請がかかった時の集中力が凄まじく、いつ出動

要請が来るか分からない常に緊張した現場だ

と感じました。病院では収容依頼から来院まで、

準備の時間が少しありますがそこが消防との

違いだと感じました。現場に行くまで詳しい概

要が分からないということは常に最悪なケー

スを想定することが大切だということを学び

ました。今回の経験を活かして勉学に励み、救

急救命士になりたいと感じました。 

ありがとうございました。 

 

深沢 竜大  

上尾市消防本部 東消防署 

この度は、新型コロナウイルス感染拡大の中、

救急車同乗実習を受け入れていただき、ありが

とうございました。今回の実習では、ポンプ隊

との連携や、救急隊内でのコミュニケーション、

傷病者家族の対応など、多くの事を学ぶことが

出来ました。実習では、4 件の出場をすること

が出来ましたが、そのうち 2 件が外国人傷病者

ということで、外国人も多くなっているんだと

実感しました。1 件目の出場では、団地の 4 階

くらいが現場であり、階段も細くて通りずらい

という状況で、とてもスムーズに搬送していた

ことに驚きました。大学の実技でも、階段を搬

送することがありましたが、ある程度広い階段

でも、搬送することが難しかったです。それに

もかかわらず、ポンプ隊と連携をとり、上手く

運んでいたので、現場で活躍している方々は凄

いなと思いました。また、傷病者も脳梗塞、右

の共同偏視など、貴重な症例を経験出来ました。 

この実習で学んだことを今後の学習に活か

し、将来は上尾市消防本部の方々のような素晴

らしい救命士を目指したいと思います。実習を

受け入れていただき、ありがとうございました。 

古橋 慶一  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

 今年度、新型コロナウイルスが蔓延し、様々

なリスクが存在する中、私たち保健医療学部救

急医療学科3年の救急車同乗実習を受け入れて

くださり、有難うございました。私は実習日当

日、とても緊張感を持って消防署のインターホ

ンを押しました。消防署に入り、当日の救急隊

隊長の花嶋様に準備のことや施設見学をさせ

て頂きました。残念ながら、私は救急出動件数

0 件ではありましたが、午後の業務に伴い午前

中では、車両誘導の訓練を間近で見ることが出

来てとても良かったです。午後の業務では地理

調査のため、救急車に同乗できる機会が出来、

とても嬉しかったです。地理調査のために救急

車に同乗している際、救急隊の方々から消防に

入った理由、救急救命士になった理由などを聴

取することが出来、私が将来に悩んでいること

を真剣に聞いてくださりとても嬉しかったで

す。帰署した後に消防の職員の方と約 1 時間会

話をしました。私の出身高校や地元の話で盛り

上がりとても楽しかったです。その方は、私が

将来に悩んでいることに対して真剣に聞いて

くださり、消防の良いところ、悪いところ、消

防士の休日などを教えてくださりとても嬉し

かったです。現在、私の進路は一般企業ではあ

りますが消防業務に関わることが出来たこと

は人生の経験として未来につながっていくと

思います。消防業務という貴重な経験をさせて

頂き、ありがとうございました。 

 

前田 周  

小田原市消防本部 小田原消防署 

まず、このような時期に実習を受け入れてく

ださった小田原市消防本部をはじめ、救急隊の

皆様には大変お世話になりました。1 日でした

が、消防について、救急隊についてとても学ぶ

ことが多く、充実しておりました。実習に行か

せていただいた日は、朝から楽しみだったこと

と緊張が混ざり合っており、30 分も早く到着し

てしまいました。到着した時に職員の方がとて

も丁寧に対応してくださったおかげで少しづ

つ緊張がほぐれていきました。消防の初めの当

直の方と交代する際の朝礼を見たのですがと

てもハキハキ、キビキビ動いており挨拶をした

際も気持ちよい挨拶を返していただいたので

さすが消防官だなと感銘を受けました。私も普

段から返事などは真似できるのでハキハキ喋

る練習をしたいと思いました。1 件目の症例に

同乗させていただいた際に救急隊の方が自己

紹介や話を持ち掛けてくれ、緊張がなくなりま

した。また、バイタルなどをとる仕事を任せる

からと言われ、救急車に積まれている資機材を
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説明してくれたり、実際にとってみてと言われ

やらせていただき、救急車に積まれている資機

材は大学の物と違って、色々な種類の資機材が

あるということを学ばせていただきました。ま

た、2 件目と 3 件目の症例の際、隊長や隊員の

傷病者との接遇の面に着目させていただいた

のですが、傷病者の目をみて、聞き取りやすい

声、言葉でインフォームドコンセントをとって

おり、落ち着かせることができており、かっこ

いいと感じました。私は、IC を取ることが苦手

なので見習いたいと思いました。また、隊長の

隊員間への指示出しの部分でも次々にやるこ

とを指示していて、どのような指示出しをすれ

ばよいか学ぶことができました。将来、私が救

急隊員になった際はこの経験を踏まえて頑張

りたいです。 

 

松山 翔平  

小田原市消防本部 小田原消防署 

コロナ禍という特殊な状況下で実習生とし

て受け入れていただきありがとうございます。

またご多忙中にもかかわらず丁寧なご指導心

より感謝申し上げます。実習中では 5 件の救急

要請があり、とても貴重な経験ができたと思い

ます。中でも特に印象に残っているの救急要請

は、不搬送になった症例です。ヘルパーさんが

声をかけても反応がない為救急要請をし実際

に現場に行くと警察の方が先に着いており中

に案内されました傷病者の方に接触すると社

会死状態で脈、呼吸、心電図、瞳孔、体温をと

らせていただきました。その後の警察との引き

継ぎや、出動から PA 連携で道の狭い道路であ

った為、対向車の誘導などを実際に見ることが

でき病院実習では見られない貴重な症例を経

験することができました。 

今後は、救急車同乗実習での貴重な経験を活

かして残りの学校生活での勉強の目標にし卒

業後は小田原消防署の救急救命士の方々のよ

うな素敵な救急救命士になれるように精進し

ていきたいと思います。 

 

皆吉 泰誓  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

今回は、新型コロナウイルスが流行している

中、救急車同乗実習をさせていただき感謝申し

あげます。 

私は、今回の、実習で様々なことを身につけ、

新たな発見を得ることができました。一つ目は、

覚知から出動までのスピードがとても早く、人

命を救う為に一分一秒も無駄にしないという

姿勢に感銘を受けました。自分自身も、出動ま

でに素早く動くということを意識していまし

たが、救急隊の方々はそれ以上に早くとても驚

きました。自分自身も、消防署で働くことにな

った際には、一分一秒でも早く出動できるよう

に頑張りたいなと思いました。 

二つ目は、現場に到着してから現場離脱が想

像以上に早く、素晴らしい隊活動だなと思いま

した。自分自身も、大学での講義や実習では、

現場離脱を早期に行う事を目標にしています

が、やはりプロの救急隊の方々は、やるべき事

もしっかり行い、適切な医療機関に搬送してお

り、無駄のない動きや、判断にとても尊敬しま

した。また、隊員一人一人の活動内容が分担さ

れており無駄のない動きをしていて学べる事

が多々ありました。 

以上の事を踏まえて、今回、お世話になりま

した印西地区消防組合消防本部西白井消防署

の方々のような救急隊員になれるように努力

したいと思います。自分自身とても貴重な経験

になりました。ありがとうございました。 

 

望月 侑大  

小田原市消防本部 小田原消防署 

新型コロナウィルス感染症拡大の中、救急車

同乗実習を受け入れていただきありがとうご

ざいます。小澤さん、船坂さん、江口さんには

とても優しくしてもらい、資器材などを説明し

て頂く時も丁寧に教えていただきましてあり

がとうございました。先生方にそれぞれの隊に

よって資器材の置く位置の工夫があったりし

て面白いと聞いていました。実際に小田原救急

隊の配置を見せていただいた時になんでこの

資器材がここにあるのか、などの細かい目的が

あっての位置でした。自分達の隊活練習の時に

その時得た工夫を実践してみようと思いまし

た。移動中や活動中にも説明をして下さりとて

も助かりました。小澤さんが隊長で出た骨折の

症例では高齢者に対してのコミュニケーショ

ンについて学べました。声の大きさやテンポな

ど教科書に載っていても実際にはどれくらい

なのか直に感じることが出来ました。練習でや

っている隊活では基本的に早期搬送を心掛け

てやっていますが、緊急度に合わせてしっかり

と情報収集をして万全で向かうというやり方

も学べました。ひとつのことだけに囚われない

で広い視野で物事を見ていくことが大事だと

改めて気づけました。今回の実習で得た経験を

糧に救急救命士として活躍できるよう精進し

ていきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 

山下 貴之  

我孫子市消防本部 西消防署 

 昨年から続く、新型コロナウイルス感染症拡

大の中、私たちの実習を受け入れて下さり、本



16 

 

当に有難う御座いました。感染症と最前線で戦

う皆様の姿はとてもたくましく、私たち一般市

民の誇りです。実際に救急車に乗らせていただ

き、救急隊の活動や傷病者とのコミュニケーシ

ョンの取り方、何を取るにしてもとても勉強に

なりました。とくに、隊員間でコミュニケーシ

ョンは、とても大切だということを改めて実感

しました。出場がないときは、一緒に隊活動を

していただき、様々なアドバイスをしていただ

きました。現役で働いている、隊員の方々と、

一緒に隊活動をするのは、初めてで緊張したが

真剣にやりつつも和やかな雰囲気でやって下

さったので、あまり固くなることなく活動が出

来た。フィードバックでは、生理学的・解剖学

的な観点からもしっかりと説明してくださり、

とても勉強になった。また、教科書には書いて

ない、現場の実践的なやり方も教えて頂けた。

その他にも、出場時以外の勤務や、休みの日の

過ごし方なども話していただいた。 

 今回の実習を通して、教科書には書いてない、

やり方や知識など多くの事を教えて頂いた。半

日という短い時間だったが、濃く充実した一日

を過ごすことが出来た。皆様がいるお陰で安心

して暮らすことが出来ています。私も皆様のよ

うな立派な消防官になりたい。この度は、本当

に有難う御座いました。 

 

山名 弘将  

小田原市消防本部 小田原消防署 

小田原市消防本部様、この度は新型コロナウ

イルスにより様々な影響が出ている中、私たち

の実習を受け入れてくださり誠にありがとう

ございます。また、救急課長佐宗様をはじめ、

副課長永井様、救急隊長小澤様、隊員江川様、

機関員川野様、多忙な中私たちの実習を見てく

ださりありがとうございました。私はこの救急

車同乗実習を行うことで今後就職する消防局

を考えようと思っていました。しかし、新型コ

ロナウイルスが流行し同乗実習が行えないか

もしれないという話を聞き、救急車に同乗する

ことなく進路を決めなければならないのかと

いう焦燥感に駆られました。私たちの学年は 2

年次にも同乗実習があったのですがその際も

実習先が確保できなかった関係で実習を行う

ことができませんでした。しかし今回小田原市

消防本部の皆様が受け入れてくださったこと

で同乗実習を行うことができました。私は急病

1 件と火災 1 件に同乗することができました。

救急救命士養成課程の同乗実習で火災現場に

行くことができるとは思ってもいなかったた

めとても感激しました。実際に消防隊や指揮隊

と同時に出動することでとても高揚感を得ま

した。救急救命士を目指すよりも前に私は主に

火災現場に出動する消防隊に憧れていました。

その時の気持ちを思い返すことができ、実習を

行う以前よりもさらに消防官として人命救助

に従事したいと強く思うことができました。こ

の度は誠にありがとうございました。 

 

山本 輝 

逗子市消防本部 逗子消防署 

今回私は、逗子消防本部への実習はまだいけ

ておりませんが、このようなコロナ禍という大

変な時期にも関わらず実習先確保してくださ

り先生方、実習先消防機関の皆様、ありがとう

ございます。救急車同乗実習Ⅱを実施するにあ

たり「コロナだから」や「コロナのせいで」と

いうようなネガティブなことをばかり言って

いてはしょうがないことです。いざ、自分が将

来消防機関へ入庁した際もいつ大きな災害や

感染拡大が起きるか分からない状態で消防職

員というのはそのようなことに対して立ち向

かう立場であるといえます。国民のため、国の

ためと自らが危険にさらされることもあるで

しょう。そこでネガティブになっていては、素

晴らしい救急救命士や消防職員にはなれない

と思いました。このように感じれる経験を学生

である今に経験をすることで、将来は間違いな

く素晴らしい救急救命士や消防職員になれる

と信じています。 

そして、本日は同級生が救急車同乗実習Ⅱを

経験して私自身もものすごく学べることがた

くさんありました。各学生が、実習先でただの

見学に止まっていないことは実習先のやり方

にもよりますが、生徒の熱意や態度というのが

良かったからバイタル測定や訓練などにも参

加させていただいてるのではないかと感じま

した。熱意や態度というのは、一番最初に大事

になってくるものだと私は思っています。指導

者側も、やる気ない子たちに熱意を持って教え

ようという気にはならないとおもいます。やは

り、自分の意思を態度などで伝えるというのは

これから消防にはいってからもよくみられる

点でもあると改めて学べました。 

各消防機関では、地域によって取り組み方が

違うという点も少し興味を持ちました。地域の

特性や地理的なことでも、もちろん違いがあり

そこについて研究などしている姿というのも

すごく勉強になりました。きっと、それも全て

災害のためや結局国のためなのかなと感じて

います。自分たちがやりやすいようにではなく、

国民や国がより安全で安心な街を作っていく

という観点からもみれると思います。自分も防

災や減災といった分野に興味がありますので、

将来は仕組みを作っていくことやそのような

活動に参加するなどを目標に頑張って行けた
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らいいなと思いました。 

このように感じることができるのも、今回の

救急車同乗実習Ⅱの体験発表会がなかったら

感じる事ができなかったかも知れません。まず

は、そう気持ちが思ったということが今回得た

経験だと思っています。最後に、自分が救急車

同乗実習へいった際には、通報から活動の流れ

を実際に肌で感じることはもちろんもことで、

消防職員のみなさんの心得や気持ちの面につ

いて少し学ばせていただきそれが、自分を成長

させていただく材料になればいいなと思って

います。 

 

吉田 一喜 

逗子市消防本部 逗子消防署 

今回の学内体験発表会を通して多くのこと

を学ぶことができました。特に最前線で活躍す

る救急救命士の方の処置・観察、また、患者さ

んへの接遇など普段では学ぶことのできない

ものを学ばさせて頂きました。各消防本部ごと

に決まり事やプロトコールなど違いがあり、各

地域の特徴や特色を活かした活動の進め方が

あり、発表を聴講し、とても面白かったです。

ですが、各地域で多少の決まり事の違いなどは

はありますが、救急救命士としてやることは変

わらないと改めて感じた部分もありました。や

はり、救急救命士は傷病者、患者さんから必要

とされるとてもやりがいのある職業だと再確

認できました。人から必要とされること。やり

がいがあること。これはそれだけ重要なことを

任されている証でもあり、少しの気の緩みや失

敗は現場では許されません。特に切迫した場面

が救急の現場では多く見られます。実際にこう

いった現場で活躍されている救急救命士の気

持ちの保ち方やどのような心持ちでいるのか

とても気になるところです。近い将来、誰から

でも信頼され、必要な救急救命士となるために

日々精進していきたいと思います。今回発表を

通して学んだこと、感じたこと、疑問に思った

ことなどたくさんあります。これらのことを実

際に自分が同乗実習に参加する際に糧にして

頑張っていきたいと思います。 

 

穐山 友里  

小田原市消防本部 小田原消防署 

12 月 10 日に同乗実習へ行かせていただき、

とても貴重な経験をさせていただきました。あ

りがとうございます。最初は緊張していました

が、自分に優しく接して頂き、活動のポイント

もご指導してもらいました。小田原市について

もたくさん教えて頂き、嬉しかったです。女性

に対する設備も整っており素晴らしいと感じ

ました。実際の現場でも観察内容や話し方も見

学させてもらいました。現場では最低限のこと

を聴取し、救急車内で詳細を具体的に聴取する

ようなものでした。一つひとつの考えや行動に

根拠があり自分にも取り入れたいと感じまし

た。 

今回の救急車同乗実習は新型コロナウイル

スも流行していますが、それにも関わらず 20

人という人数を受け入れて頂き、本当に感謝申

し上げます。ありがとうございました。どの学

生もとても充実していたとのことでした。 

また、自分はこの日にパンフレットの撮影も

並行させていただきました。とても親切に協力

してもらいました。ありがとうございました。

この実習を自分の糧にして、将来は周囲から信

頼される女性の救急救命士を目指します。本当

にありがとうございました。 

 

上野 浩乃  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

今回、新型コロナウイルス感染症拡大の状況

下でお忙しい中、本学の救急医療学科の学生を

実習生として受け入れてくださった印西地区

消防組合消防本部の皆様、西白井消防署の皆様、

同乗させていただいた西白井救急隊の皆様に

は本当に感謝申し上げます。出動件数が 1 件で

不搬送であったため、救急隊の方は申し訳ない

というように言ってくださいましたが、このよ

うな経験をさせていただくことが出来たこと、

また現役でご活躍されている消防職員の方、救

急救命士の方々とお話しできる機会を頂けた

こと自体がとても貴重な経験となりました。普

段のシミュレーションの授業では体験できな

いような現場に行くことが出来、とても感動し

ました。また、普段の授業では同年代の学生が

傷病者役となり演技をすることや、シミュレー

ター人形を使用しての活動が多いため、高齢者

の傷病者とのコミュニケーション方法につい

ては、救急救命士標準テキストの該当ページで

しか読んだことがありませんでした。実習をさ

せていただけたことで高齢者とのコミュニケ

ーションの取り方について実際に間近で見学

をすることが出来、目線を合わせるということ

や、話していることに共感、傾聴する姿勢等の

高齢者とのコミュニケーションの取り方を学

ばせていただくことが出来ました。短い期間内

ではありますが、様々なことをご教授いただく

ことが出来、とても素晴らしい実習となりまし

た。心より感謝申し上げます。 

 

長内 彩乃  

松戸市消防局 小金消防署 

新型コロナウイルス流行下の中、消防局全体

で実習生である私たちをを温かく迎えて下さ
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いました。1 日行動を共にとらせていただきま

した、太田消防士長をはじめとする救急隊員の

皆さまには大変お世話になりました。勤務交代

時の車両点検、小金消防署内の施設見学、救急

車の同乗から、救急隊になる経緯など個人的な

お話まで聞かせていてただくことができまし

た。なぜ松戸市消防局を選んだのかや、救急隊

のやりがいを話していただいたり、進路の相談

まで相談させていただくことができたことは、

今後の自分の方向を決める参考になりました。 

また、救急隊員以外にも、中央消防署から小

金消防署まで車で送迎していただいたり、銘菓

をいただいたり、お昼にはお蕎麦を分けていた

だいたり、実習終了後には新松戸駅まで署長が

送迎してくださるなど、色々な職員の皆さまが

気を使ってくださいました。初対面でも皆さま

がアットホームな雰囲気で迎え入れてくださ

ったおかげで、実りある充実した実習にするこ

とができました。 

直接実習に携わっていただいた救急隊員を

はじめとする、松戸市消防局の消防職員の皆さ

まには深く感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。将来、働かせていただくことになり

ましたら、どうかよろしくお願いいたします。 

 

櫻井 花乃  

高崎市等広域消防局 高崎中央消防署 

コロナ禍という状況の中で私たち学生を受

け入れてくださり、ありがとうございました。

新型コロナウイルスに対する救急隊の状況を

生で見ることができ医療従事者の方々の大変

さを身をもって感じることができました。感染

症対策の様子を見ることが出来、今までの救急

車同乗実習とは違った経験をすることができ

ました。また、令和 4 年の救急隊シンポジウム

が高崎で行われると知った時は、全国の救急救

命士の方が集まるシンポジウムが地元で開催

されることになり非常に嬉しく思いました。 

高崎市等広域消防局高崎中央消防署の署長様、

課長補佐甘田様をはじめとする消防署職員の

皆様、今回の実習で同行させて頂いた救急隊長

の峰村隊長、救急隊の皆様、貴重な濃い時間を

過ごさせて頂きありがとうございました。救急

隊の皆様には救急車の仕組みや、車内の資機材

の場所や使い方なども快く教えて頂きありが

とうございます。質問にもいくつも答えてくだ

さり、高崎市等広域消防局についてより知るこ

とが出来ました。今回の救急車同乗実習でより

一層、消防を目指したいと思いました。実習で

学んだことを糧にこれからの授業や学校生活

に活かしていきたいです。一日という間でした

が本当にありがとうございました。 

 

佐藤 ゆずほ  

逗子市消防本部 逗子消防署 

本日の同乗実習体験発表会が公聴でき、とて

も良い経験になりました。私はまだ、今年度の

同乗実習に参加できていないですが、皆の素晴

らしい発表のおかげで、小川先生のおっしゃっ

ていたとおり、体験はできなかったけど良い経

験になったと感じました。本日沢山の症例報告

を聞いて、やはり軽症、中等症が多いなと改め

て感じました。医療従事者から見てしまえば、

救急車を呼ぶ必要性を疑うような軽症、中等症

であったとしても、傷病者にはそれぞれの背景

があり、それぞれが助けを求めているというこ

とに気づかされました。また、どんな傷病者に

も寄り添う姿勢が声掛けだったり、対応だった

りで感じ取ることができました。その中の印象

的なエピソードとして前田周君の失禁してい

る傷病者に遭遇し、「臭いよね？」と聞かれた際

に救急隊長さんが「動けなかったから、仕方な

いですよ」と神対応していたのが印象的でした。

私もその現場に遭遇したら、周君と同じように

首を横に振ることしかできなかったと思いま

す。シミュレーションでの傷病者・関係者対応

では定型文での対応しかできていないので、も

っと自分なりに工夫していきたいと思いまし

た。リアルな救急現状では、軽症・中等症が搬

送の過半数を占めており、軽症・中等症への対

応が大切になってきますが、中澤先生がおっし

ゃっていた通り、軽症・中等症に紛れている重

症を見逃してはならないと思いました。また、

もう一つの印象的なエピソードとして、永田君

症例で搬送先をかかりつけ医に選定したとこ

ろ、傷病者本人からの拒否があり、結果 7、8 件

電話をかけなおし、最終的にかかりつけに再選

定になったというものです。結果として傷病者

がかかりつけ医に納得してくれた背景として、

1 件 1 件、電話をかける際に丁寧に傷病者に対

応しており、その救急隊の誠実さが伝わったこ

とによるものでした。とても素敵な対応で、真

似したい思いました。今回の救急車同乗実習は、

多くの地域にわたっており、「救急医療情報シ

ート」や「応急手当感謝カード」「柏市ハートネ

ット」「群馬県統合医療情報システム」「ボイス

トラ」など様々な地域の取り組みについても知

ることが出来ました。就職先を決める上で、地

域特有の取り組みを知れたのはとても良い経

験でした。また、地域特有の取り組みとして、

遠軽消防署の救急車内を温めておくや、雪を使

った訓練などが印象的でした。今回の事故の通

報者が現場から居なくなり現場選定に時間を

要してしまった症例や、山名君が言っていた小

田原市が自然が多く携帯電話では位置に誤差

が出てしまう点から、私が通報者の立場になっ
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たら、現場近くの目印を伝えようと思いました。

また山名君が出動した事故現場では、現場のす

ぐ真横を車が通っており、二次的災害を引き起

こさないため、状況評価が大切だと思いました。

シミュレーション実習での状況評価は、セリフ

のように「二次的災害の危険性なし」といって

いるだけなので、現場をイメージできるように

改善していきたいなと思いました。 

 

篠田 櫻  

松戸市消防局 小金消防署 

 松戸市消防局の皆様、小金消防署の皆様、こ

の度は新型コロナウイルス感染症が拡大して

いる中で救急車同乗実習を受け入れてくださ

りありがとうございました。普段大学で行なっ

ている想定訓練とは全く違う緊張感や現場の

リアルを知ることができました。特に印象に残

った症例は 42 歳女性の腹痛の症例でした。激

しい腹痛を訴えていた傷病者で話すこともま

まならないような状態でした。その際に隊長さ

んが問診の方法をクローズドクエスチョンに

変えていて、救急隊の配慮が素晴らしく、コミ

ュニケーションの取り方の勉強になりました。

私は大学の授業でコミュニケーションを取る

ことが苦手なので今回の救急車同乗実習でコ

ミュニケーションについて学ぶことができて

良かったです。また、救急隊だけでなく消防職

員の方々にも親切にしていただきありがとう

ございました。消防の皆様の温かさに感動し、

将来は私も温かい心を持った救急救命士にな

りたいと思いました。 

 今回、とても貴重な経験をさせていただき本

当にたくさんの学びがありました。この学びを

忘れることなく日々の勉強や授業に活かして

いき、より一層救急救命士として活動したいと

う気持ちが強くなりました。この度は本当にあ

りがとうございました。 

 

清水 睦代  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

今回はコロナ禍で忙しい中、同乗実習を受け

入れてくださり、印西地区消防組合消防本部の

皆様、西白井消防署の皆様本当にありがとうご

ざいました。私が実習に行った日は、出動件数

が 2 件で 1 件は中等症。もう 1 件は転院搬送で

した。中等症ではコロナ疑いであったので西白

井消防署で実施されているPPEを行い現場に向

かいました。現場に向かっている救急車内で隊

員同士でしっかりPPEができているのか確認し

あっていたので、これが最先端で働いても感染

しない秘訣なのだと思いました。 

初めて救急隊から見た医師への引き継ぎを

見させていただいて病院実習では見れなかっ

たやりとりも見せていただけました。そのやり

取りを見せていただいたことで、傷病者が訴え

ている症状からなにを観察してどのような情

報が必要だから病院に着くまでになにを観察

すればいいかなど考える必要があると学ぶこ

とができました。また、搬送した後の救急車内

ではどのように症状を絞っていくかなどを教

えていただきとても勉強になりました。他にも、

就職先に悩んでることを相談したら消防で働

いた時のメリットやデメリット、どのような経

験をしてきたのかなど話していただけて今後

の進路に活かせることも話してくださりあり

がとうございました。今回の実習を通して学ん

だことを生かし、勉学に励んでいきたいと思い

ます。 

 

末村 月乃  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

今回の実習で同乗させていただいた工藤隊

長をはじめ、指導してくださった西白井消防署

の皆様、大変お世話になりました。そして、新

型コロナウイルス感染症で大変な状況の中救

急車同乗実習を受け入れてくださり誠にあり

がとうございました。 

今回の実習を通して新型コロナウイルス感

染症への対策を行った救急医療体制について

など、今の状況でしか学ぶことができないこと

を知ることができ、とても貴重な体験をさせて

いただきました。また、救急出動以外での救急

隊の仕事や地域の方々との繋がりについて、機

関員として働く為に必要なこと、入電から出動

までの速さから一分一秒の大切さなど、一日と

いう短い時間ではありましたが、とてもたくさ

んのことについて学ばせていただきました。出

動時には、犬がいることや雨が降ってるなど、

普段の学校でのシミュレーションでは経験が

できない様々な環境での活動について実際の

現場で学ぶことができました。また、情報聴取

がなかなかできない状況での受傷機転の把握

の難しさ、様々なことを想定した上での判断の

難しさを実感しました。 

この貴重な経験を今後の勉学に活かし、傷病

者や家族の心に寄り添える救急救命士を目指

し励んでいきたいと思います。大変お忙しい中、

ご指導いただき誠にありがとうございました。 

 

萩原 鈴香  

柏市消防局 東部消防署 

この度は日々の業務に加え、新型コロナウイ

ルス感染症対応で大変お忙しい中、同乗実習を

受け入れてくださりありがとうございました。 

また、松本隊長、野呂瀬隊長をはじめとする救

急隊員の皆様にも重ねて感謝申し上げます。 
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細かい所まで気を配ってくださいましたので、

過度に緊張しすぎず実習に望むことができま

した。実習では実際に現場での活動を体験・見

学することができ、これまで行ってきた訓練や

シミュレーション授業との違いを感じること

ができました。 

他にも出動件数が多い中、空いたわずかな時

間で沢山のことを教えていただきました。加え

て質問にも快く答えてくださり、ありがとうご

ざいました。自身が目標に掲げていた接遇面に

ついてのアドバイスや、実際にバイタル測定を

させていただけたこと、皆さんと症例検討でき

たことが特に印象に残っています。 

実習を通し傷病者の方々に実際に触れてみ

て、改めて救急救命士になりたいと強く感じた

貴重な 1 日でした。現場の緊張感を忘れず、今

後の訓練に活かしていきたいと思います。 

皆様のますますのご活躍とご健勝をお祈り申

し上げます。本当にありがとうございました。 

 

畑中 美憂  

印西地区消防組合消防本部 西白井消防署 

この度は新型コロナウイルスが蔓延してい

る中、実習を受け入れるだけでも厳しいのにも

関わらず分からないことは優しく教えて下さ

りありがとうございました。中々、新型コロナ

ウイルスのこともありお話をさせていただく

機会も多くはありませんでしたが学びある一

日となりました。1 月 23 日に行われました救

急車同乗実習発表会では 2、3 年生、先生方の

前で今回実習で学んだことを学生間で共有、フ

ィードバックすることが出来て自分自身も、他

の学生も大きく成長することが出来ました。今

回の救急車同乗実習では病院選定の仕方や傷

病者の方とのコミュニケーションの取り方、消

防署内ではどのような雰囲気でお仕事をされ

ているのかを学びに行かせていただきました。

残念ながら出動回数は 0 件でしたが、訓練見学

や現役救急救命士の方とお話することができ、

普段の授業では学べないことを多く学ばさせ

ていただきました。今後は憧れの消防に入り救

急救命士として活躍できるよう今回実習で学

んだことを活かして日々精進、学ぶことを常に

忘れずにしていきたいと思います。最後になり

ますがお忙しい中、本当にありがとうございま

した。 

 

牧野 慧弥  

知多中部広域事務組合消防本部 

半田消防署 北部出張所 

初めに、感染症が蔓延する中、実習を受け入

れて頂きありがとうございました。初めて救急

車に乗り間近で見学させて頂きとても良い経

験となりました。堀隊員は学科の先輩として、

また社会人として大変尊敬しました。沢山お話

しする事ができ自分の将来の相談にも乗って

頂きました。本当に感謝しています。 

武藤機関員は出動が入ると署内の和やかな

雰囲気から一変し1秒でも早く安全に現場へ向

かっておりました。車内での資機材の点検が細

やかで救急活動を円滑に行う上でとても大切

な事と教えて頂きました。 

都築隊長には沢山の事を教えて頂きました。

署でバイタルを取る際、私がこの値は全て信用

出来ると判断すると、機械は信用出来ない。そ

の為に機械の特性を知っておく必要があり、バ

イタルサインは時間をかけて行えば誰でも出

来ると教えて頂き、自分自身その事に気づかさ

せて頂きました。 

学校で資機材の取扱説明書を見てみると教

科書には載ってない事が書いてあり、我流では

なく、資機材の持っている力を全て出し切らな

いと現場では使えないと強く実感しました。ま

た、傷病者が求めているのは、救命士ではなく

病院で治療を行う事という言葉がとても印象

に残りました。私達のゴールは病院に搬送する

事でなく傷病者に病院で適切な治療を提供す

る事であると再確認しました。北部出張所の皆

さんには本当に暖かく受け入れてくださり感

謝しています。ありがとうございました。 

 

山田 桃由  

佐野市消防本部 東消防署 

 新型コロナウイルス感染症拡大の中、快く実

習を受け入れてくださった佐野市消防本部の

皆様に感謝申し上げます。今回の同乗実習では、

私の地元である、栃木県佐野市の佐野市消防本

部、東消防署で実習をさせていただきました。

消防署に到着した際はとても緊張していまし

たが、消防職員の方々が優しく接してくださり

安心して同乗実習を行うことができました。1

件目では、トラックの荷台約 2m からの墜落と

いうことで外傷の指令内容でした。指令内容か

らどのような現場なのか想像することが難し

かったです。しかし、救急隊の方々は少ない情

報から様々な現場を考え話し合っていました。

自分自身、授業で行なっているシミュレーショ

ン実習では、指令内容を聞いてから現場を想像

することがあまり得意ではないので、隊員同士

の話し合いや知識の豊富さが重要になるのだ

と感じました。また、新型コロナウイルス感染

症が拡大していたため、今までとは異なった傷

病者対応でしたが、そのようなことを考慮し活

動していました。1 日という短さでしたが、今

回のような今まで経験したことがない環境下

で同乗実習が行えたことは貴重なことであり、
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これからの人生の糧になると思います。今回の

同乗実習を通してより一層、将来は消防機関に

就職したいという気持ちが大きくなりました。

また、今回の実習で得たことを今後の勉学や将

来に活かし優れた救急救命士を目指して頑張

ります。 

 

横山 愛美  

小田原市消防本部 小田原消防署 

 小田原市消防本部小田原消防署の皆様、この

度は新型コロナウイルス感染症が拡大する中、

救急車同乗実習を受け入れてくださりありが

とうございました。 

 当日一緒に活動させていただきました、小澤

さんをはじめとする救急隊の方々や永井さん、

署内を案内してくださいました職員の皆様に

は大変お世話になりました。実習日は、合計で

4 件の出場に同乗させていただき、出場指令か

ら現場到着までの準備、実際の現場活動や病院

での傷病者引継ぎなど、救急隊活動の流れを学

ぶことが出来ました。また、活動中に体温や血

圧などのバイタル測定も行わせていただいた

ため、実際に傷病者の方に触れコミュニケーシ

ョンをとることも出来ました。他にも、救急車

内の資器材説明や書類作成の方法・個人情報の

管理・症例の振り返りなど、実習でなければ学

べないことを多く教えていただきました。帰署

中やお昼休みには、私自身の進路や国家試験に

ついて・署内の雰囲気などについてお話をして

くださり、救急隊の方々や職員の皆さまの温か

さを感じました。 

 最後に、今回の実習にご尽力してくださいま

した小田原市消防本部小田原消防署の皆さま

には心より感謝申し上げます。同乗実習で学ん

だことをしっかりまとめ、自分が目指す救急救

命士に向けて頑張りたいと思います。ありがと

うございました。 
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救急車同乗実習への期待（次年度履修学生） 

 

秋山 隆翔 

私は、今回の救急車同乗実習の体験発表を聴

講して今の自分に大きな経験になるのではな

いかと感じだと同時に、今の自分の知識のまま

では、現場で得られる経験を全て吸収すること

ができないと思いました。しかし、このような

貴重な機会を得られているのに、少しでも生か

せないのはとても勿体ないことです。実習まで

は残り一週間ほどしかありませんが、今の自分

の知識をできるだけ高めた状態で実習に臨み

たいと思います。次に、救急車に同乗して学び

たい事は２つあります。１つ目は、先輩方の発

表にもあった現場到着前の準備や現場での活

動の仕方です。やはり、体験発表会だけでは全

てを知る事はできないと思うので実際に自分

の目でみて学びたいと思いました。２つ目は、

現場ではなく署での活動や仕事を学びたいと

思いました。私は、まだ将来の夢がはっきりし

ていません。なので多くの場所でより多くの体

験をして自分の将来に繋げたいと思いました。

最後に、今回、新型コロナウイルスで多忙の中、

救急車同乗実習や同乗実習体験発表会を開催

してくださった教職員の皆様と先輩方、本当に

ありがとうございました。これからの大学生活

や将来に活かせるよう頑張っていきたいと思

います。 

 

井開 泰輔 

傷病者とのコミュニケーションや関係者に

情報を聞く事で多岐に渡る疾患を収縮でき、疾

患判別につながるので、医療の知識は勿論、他

人とのコミュニケーション能力も十分に経験

が必要だなと感じた。また、病院選定時に医師

に相談するときは長々とエピソードで話すの

ではなく、簡潔に必要な情報を流すことが大事

だと気づいた。また消防内部の仕組みをよく勉

強できる為、今からワクワクしている。また、

ほとんどの先輩が良い体験ができたと言って

いた為、消防を目指している自分からすると早

く救急車に乗りたい気持ちが強まった。 

私は、3 つ学びたいことがある。1 つ目はバ

イタルやサンプルを元に、アンダートリアージ、

オーバートリアージをしない。2 つ目は 1 つの

疾患に決めつけるのではなくて critical、

minor と可能性のある疾患を分けて、二手、三

手先を考え行動できるようにすること。3 つ目

は傷病者や関係者とのコミュニケーションを

とること。現場では、バイタルだけでは見えな

い疾患があるため、ご家族や傷病者本人から

SAMPLE などの情報を聞き、答えを導き出すこと

が重要となってくる。また救命士にとっては数

ある傷病者の 1 人に過ぎないが、傷病者本人や

関係者にとっては救命士はとても重要な人材

であることを忘れてはいけないことをモット

ーに活動していきたい。 

 

石田 圭吾 

私は、先輩方の救急車同乗実習の発表を聴講

し思ったことはほとんどの先輩方が救命士の

方々をかっこいいやすごいと言っていたので

実際に現場で働く救命士の方々を早く見たい

と思いました。さらに、自分も将来救命士とし

て働くために先輩方の話や実際に実習に行っ

た際に体験できたことを自分の力にしたいと

思いました。1 番印象に残った話は原付の事故

の際に免許証を持っていなかった話です。現場

に警察官がいたり救命士が働く現場は安全な

場所だけではないと改めて感じました。時には、

犯罪に巻き込まれたり大事故や大災害など自

分の身も守れるか不安なときもあると思いま

す。自分の命を守ってこその救命士なのでどう

やって生き抜くかこれから学んでいきたいで

す。 

自分が救急車同乗実習で学びたいことは救

急隊のチーム医療やどのようにして円滑に手

技をしているかなどを実際に見て、自分の技量

をあげたいと思います。コロナ禍での実習なの

でどこまでできるかは分かりませんが出来る

限り全力で挑戦したいです。去年の病院実習で

は積極性を欠いてしまったのが反省点として

あります。今回の実習では積極性を示し、自分

が立派な救命士に一歩でも近づけたらと思っ

ています。 

そのために実習前も学校での実技演習や座

学、自習も怠らず万全な状態で実習を迎えたい

です。 

 

石原 燎 

 救急車同乗実習Ⅱを終えた先輩たちの発表

には普段自分達が大学で学んできた状況、初期

評価の事からまだ学んだことのない病態、救急

要請沢山があることを知りました。それを知っ

て更に同乗実習や、消防機関見学に行きたいと

思うと同時に、今の自分の知識と技術で行って

大丈夫なのかととても不安になりました。先輩

たちは同乗実習中に傷病者のバイタルなどを

取っていたと発表していました。大体の現場滞

在が 10 分以内で実際の傷病者、この状況でバ

イタルを確実にちゃんと取れるか自分はまだ

不安です。そのためにも実技面でも更に成長し

ていかなければと思いました。 

実際に、自分自身が実習に行くのならば、で
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きるだけ将来の自分の救急救命士としてのビ

ジョンに近い働き方、をしている消防機関に見

学に行きたいと思います。まだ、どんな働き方

をしたいか、明確な目標は立っていませんが、

大学生でいる間にここで働きたい。こういった

救急救命士になりたい。という目標に近い消防

機関を間近で見学したいと思います。そして、

その目標となる消防機関で働くには自分に何

が足りないかを素直に感じ取り、就職する前に

沢山ある勉強時間で、補っていければと思いま

す。 

また、大学では感じることのできなかった、

傷病者の方のリアルな気持ちや、ご家族の気持

ち、これは初めて目の当たりにします。慣れる

ことのない慣れてはいけないものだとは思い

ますが、そのなかでも救急救命士として冷静に

IC、処置、搬送、病院選定が出来るよう実習で

その場空気を受け止めたいと思います。 

 

石渡 大祐 

本日の先輩方の発表を聞かせていただいて

思ったことはまず意識の高さとクオリティー

の高さです。誰ひとり手を抜かないこと。当た

り前の事ですがこれはそんなに簡単なことで

はありません。この先輩たちの姿勢を見習わな

ければなりません。次自分たちが救急車に同乗

して学びたいことは救急救命士が医療現場で

の最前線で働くプロの背中をみて学ばせてい

ただきたいです。 

また、普段練習している特定行為や現場での

判断力や物事の考え方を学びに行きたいと思

っています。 

貴重な先輩方のお話を聞けて大変勉強にな

りました。 

 

伊藤 竜太 

先輩方の救急車同乗体験を聞いて、学んだこ

とが三点あります。 

一つ目は、実習前に自分が何を学びたいか明

確していくことが重要だと思いました。今回講

義を聞いていて、貴重な体験をさせていただい

ているのに目標になるものを考えずに行くの

は非常にもったいない、また良い実習にならな

いと思いました。 

二つ目は、自分の進路を定めることができる

場所だと思いました。たくさんある進路の中で

迷っていても、実際に見に行くことで、ネット

で調べるだけじゃわからない雰囲気や新たな

魅力を見つけることができる場所だと思いま

した。 

三つ目は、実習中に教えてもらって事・見し

てもらったことを、まねることが重要だと思い

ました。教科書には書いていない体験や今まで

の経験を指導してもらうのは貴重であり、他で

は経験することのできないと思います。実習中

は聞くのだけではなく、行動をしていくことで

今後に活かすことができると考えます。 

自分が実習生になった時に、以上の三点を気を

付けていきたいです。 

自分が救急車に同乗して学びたいのは、現場

に行く前の想定をどうしているのか、出動して

いない時に何をしているのか、周りとの関係性

などを学びたいです。 

 

上坂 淳 

 今回の体験発表会では多くの先輩による発

表でとても多くの症例を体験することができ

ました。実習を行なった場所も人それぞれで各

地の消防署の体制や地域ごとにメディカルコ

ントロールが違ったりと勉強になりました。ま

た症例だけでなくその症例に対する対応も発

表されておりとても勉強になりました。1 日ど

のような流れで行うのかもわかり自分が実習

に行く時のことを想像できました。このコロナ

という大変な状況の中実習を実施できるとい

うことはとても貴重なことだと思います。そし

てそれを聴けるということもとても貴重なこ

とです。その点でとてもいい発表会だったと思

います。さらには学生一人一人違う気付きを得

ていて自分にとっても大きな経験値となりま

した。例えば感染防止対策を学んだ人、聞いた

ことのない疾患に出会った人、隊長の指示の重

要性を学んだ人、地方ならではのプロトコール

を学んだ人など先輩方が学んだことを吸収で

きたいい機会だったと思います。そして自分が

行くのが楽しみになりました。見学でも知識を

つけて自分で考えることでより充実したもの

になると思うのでその時までにしっかりと知

識をつけていきたいです。最後にこの同乗実習

も先生方の努力と消防機関が受け入れてくだ

さることによって実現するものなので感謝の

心を忘れず勉強していきたいです。 

 

宇佐美 葵 

今回の同乗実習の発表を聞いてまず思った

ことは、新型コロナウイルスの影響により実習

などがなかなか行えない中で、日体大では多く

の先輩方が同乗実習を行えているという事に

驚きました。先生方が色々なところにアポを取

ってくれている事は勿論、例年に比べ異常な年

になっているにも関わらず、実習を引き受けて

くださる消防本部の方々に感謝を忘れずに取

り組まなければならないと思いました。コロナ

が収まったとしても、こういった大勢の方の計

らいがある事を考えて活動をしたいです。 

先輩方の発表では、『傷病者ファースト』『PA
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連携の大切さ』『見た目やバイタルだけに捉わ

れず、色々な疾患を考える』などのキーワード

が多く出ていたように感じました。普段、授業

で行なっているシミュレーションとは異なり、

実際に傷病者に対応する事がどれだけ難しい

か、自分達も病院実習で少しだけ学ぶことがで

きました。先輩方の発表から得た教訓や、今ま

で学んだ事を活かして、傷病者に寄り添える救

命士を目指したいです。以上の事を踏まえて積

極的に救急車同乗実習に取り組みたいと思い

ます。 

 

内田 龍介 

先輩の同乗実習の発表を聴講し、私が思った

ことは、1 日だけの実習でも、多くの経験や技

術が身につけると感じました。その中で一番気

になったことは、3 年生の遠山先輩の松戸消防

に行った発表です。私は、柏に住んでおり、松

戸市は、隣です。その隣の消防署で、とてもい

い経験をしていたのでとても魅力的に感じま

した。症例としては、75 歳女性 1 時間前から胸

が苦しいとの救急要請。現場到着時、体動困難、

意識 JCS1、会話可能と言う条件から、車内収容

し病院に向かっている途中、急な意識レベル低

下意識 JCS300 まで行き、心電図波形は、VF で

胸骨圧迫とショックが必要な大事な場面に遭

遇し、良い経験を遠山先輩はしていたので、そ

の報告を聞き自分もこのような経験を積みた

いと感じました。いつどこでこの症例や、重症

な傷病者に遭遇するかわかりませんが、とても

良い経験を積めるように基礎になる勉強を今

のうちから頑張ろうと思いました。また、現着

時の波形、救急車の車内で取った波形、ショッ

クし Rosc 後の波形を見て、1 枚目は、ST が上

昇していたのが読み取れたので 1年より 2年次

の方ができている。成長していると感じたので、

この調子で頑張っていきたいと思います。 

 

産形 大地 

先輩方の発表を聞きまして、一番最初に感じ

たことはCPA症例を経験している方がかなり多

くいた事です。これだけの人数の学生がいるの

で誰かはCPA症例を経験すると思っていました

が、予想よりも多くの方が当たっていたため驚

きました。また CPA 訓練の詳細なども丁寧に説

明していた先輩もいて、消防機関がいかに効率

的な活動をしているのかよく理解することが

できました。また私は病院実習でほとんど傷病

者を見ることができませんでした。そのため来

年度の病院実習や救急車同乗実習で傷病者を

目の前にした時、目の前の光景に耐えられる自

信がないと思いました。 

 私が同乗実習で学びたい事についてです。一

番は傷病者とのコミュニケーションをどのよ

うに行なっているのか、IC をどの程度噛み砕い

て説明しているのか等です。また CPA 対応も間

近で見学したいです。今この文面でこれ、と一

つに絞りきれないほど見て、学びたい事が多く

あります。様々な疾患、色々な年齢の傷病者と

どのように寄り添い、対応するのかをまずは間

近で学びたいです。 

また搬送方法であったり病院選択であった

りの判断基準、署内でどのような仕事を行なっ

ているか。普段生活している上で中々見れない

救急隊の姿であったりを見て、雰囲気等を感じ

られたら、と思います。 

 

大野 俊介 

本日の先輩方の発表を聴講した感想は、各消

防署によって、救命活動以外での一日の活動内

容が違ってくるということが、とても興味深か

ったし面白いなと感じました。特に、北海道の

ほうまで実習に行っていた先輩のお話で、冬の

北海道は、気温が氷点下までいくので活動で必

要な機材が凍ってしまう場合がある。そのため、

凍らないようにヒーターの前で温めるという

内容は、救命活動以外で、実際に現地へ行かな

いと関東で生活する私には想像ができず、初め

て聞く内容だったのでとても新鮮で面白かっ

たです。そして、実際の現場での活動で、迅速

に医療機関へ搬送するには、現場での経験や傷

病者と隊員とのコミュニケーション能力、そし

て疾病やどういった処置をするのかが迅速に

搬送するために特に重要だと感じました。ほか

には、現場での活動以外どういったことをやっ

ているのか、指令室の状況など多くのことを知

れてとても有意義な時間でした。 

私が救急車同乗実習で学びたいことは、普段

の授業と現場に立って活動することは、同じ内

容をやっていたとしても、空気感が違うと思う

ので、そこから得られる経験であったり、新し

い知識を学びたいです。また、現場での活動以

外はどのようなことをしているのか実習で学

び、参考になったところはどんどん吸収してい

きたいと思いました。 

 

大山 凌治 

先輩方の貴重な発表を傾聴して特に学んだ

ことはコミュニケーションについてです。年齢

や性別、人種が様々である傷病者においてどの

ようなコミュニケーションの仕方を選ぶべき

か、またどのような言葉や声かけをすべきであ

るかがとても重要であることを実感しました。

例えば、小児に対しては難しい言葉ではなく簡

単な言葉を選ぶことや、言葉だけでなく女性の

救急救命士や隊員がいる場合には女性に対応
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していただくことも方法の一つであると学び

ました。女性の消防吏員が増加傾向にある中で

女性の救急救命士の活躍を症例報告から知れ

たことはとても印象に残りました。救急隊は 1

人ではなく少なくとも3人以上で活動すること

から、より隊の中での連携を取ることが大切で

あると思いました。加えて、隊だけでなく他職

種連携を取ることでより良い活動に繋がるた

め、他職種の理解を深めることも重要であると

思いました。 

また、自分が救急車同乗実習に行く際には、

救急隊のコミュニケーションの取り方につい

て自分自身で現場を見ることでさらに深く学

び、授業で学ぶ知識や技術の現場での応用を特

に学びたいと思いました。重症傷病者など一分

一秒を争う際の迅速な隊活動や限られたスペ

ースでの活動など現場の状況をしっかりと目

に焼き付け、自分の将来に活かすことのできる

実習にしたいと思っています。その為にも救急

車同乗実習までにしっかりと知識や技術を習

得し、勉強に励みたいと思います。 

 

籠田 陸 

まず3年生の先輩方の貴重な体験談を聞くこ

とができたことに感謝したいと思います。自分

達はコロナの影響により救急車同乗実習が行

うことができず非常に残念な気持ちです。しか

し各実習先の方々が見学というコロナが蔓延

しリスクもある中計画してくださり、さらに学

校側でも校内での実戦を想定した演習を行な

ってくださることがどれだけ貴重なことかを

考えてこれからの救急車同乗実習に生かして

いきたいと思いました。先輩方の発表を聞いて

思ったことは救急現場で絶対はないと言うこ

とです。いついかなる時でも臨機応変に対応す

ることが大切だということが発表を聞いてて

感じました。実際の現場に行っても救急指令と

は異なる場合も多くあると発表を聞いてて思

い現場までの時間で多くの可能性を考えて現

場に到着したときに落ち着いて行動できるよ

うな救急救命士を目指したいと思いました。さ

らに各消防署によって大きな特徴があるのも

感じました。先輩方の中には地元の消防署に実

習先として行かせていただき貴重な体験をし

たという発表を多く聞きました。自分が救急車

に同乗したときには救急救命士の方々の現場

へ向かう際になにを予想し、行動しているかを

見て感じ自分の成長に繋げていきたいと思い

ました。 

 

柏谷 一輝 

先輩方の救急車同乗実習の発表を聞いて、新

型コロナウイルス感染症の流行により、救急車

同乗実習の期間が1日と少ない実習期間にもか

かわらず、より質の高い経験を積んでいるよう

な印象を受けた。その背景には学生により良い

実習になるような消防機関の配慮があったか

らなのではないかと感じた。特に救急出動がな

かった消防署でも、署内で隊活動や施設見学、

訓練の見学など、少しでも良い経験をさせても

らったと言うのを聞いて、とてもありがたいな

と感じた。症例に関しては軽症から CPA などた

くさんの症例を聞くことができた。特に遠山拓

朗さんが見た症例では、急性心筋梗塞から CPA

へ移行するなど現場ならではのリアルな緊迫

感を感じた人もいた。すぐに電気ショックをし

て ROSC したため一命を取り留めたと言ってい

たが、かなり救急車同乗実習で見られる確率は

少ないであろう症例だったと自分は思った。自

分たち2年生は演じている人間やシュミレータ

ー人形などでしか隊活動で疾患を見たことが

ないため、リアルな現場に行った時にいつもと

同じような対応、処置ができるかと考えたとき

に絶対にできないと思う。そのためにはまずは

演じている人やシュミレーター人形で余裕を

持って対応できるくらいになれるようにシミ

ュレーションの授業などで練習して、来年の救

急車同乗実習では現場で傷病者への接し方な

どを見て、学び、現場での対応力というのを身

につけていければいいと思う。 

 

片平 達也 

私は本日の同乗実習の報告会を聴講し、率直

には先輩方は行けて羨ましいと思いました。で

すが、実際にお話しを聞いていると例年と異な

り1日しか行けなかったため多い人でも出場件

数は 4 件程でした。中には新型コロナウイルス

の関係で救急車に同乗出来なかった人や0件だ

ったという人もいたため、先輩方でも 100％満

足出来ているのかという疑問も残りました。そ

の様な状況でも先輩方はそれぞれが実習を通

して学んだことを教えてくださったので、とて

も勉強になりました。澁澤先輩の発表で「救急

隊の方がニューモシスチス肺炎を知らなかっ

た」とありましたが、自分は内科学で習い知っ

ていたため本学の教育のレベルが高いという

ことにも気づけました。不搬送に関しては不搬

送にして良い根拠と勇気を持ち、同意書にサイ

ンをしていただくということが分かりました。

皆さんの発表を聞いているとコミュニケーシ

ョンをこまめに取ることが大切だと学びまし

た。私は地元の横須賀市消防局で実習を行いた

いと思っています。同乗した際に学びたいこと

は高齢者とのコミュニケーションを学べる機

会になるからです。また、心肺停止などの重症

例に遭遇したら救急隊の活動がどれだけ速い



26 

 

ものなのか、特定行為の適応例であればどのタ

イミングで行うのかということも学びたいと

思っています。今年は横須賀は受け入れていな

いと聞いたので来年は行きたいです。 

 

加藤 龍二 

本日の救急車同乗実習Ⅱ体験発表会を視聴

し、実際の救急現場では情報収集、伝達が重要

だと学んだ。救急現場では必ずしも患者が喋れ

たりするわけではないため、患者の関係者や現

場の状況、目撃した人などから正しい情報を収

集することができれば患者へのより迅速な対

応、処置が可能となる。また、情報収集の際、

「なにがあったんですか？」とただ聞くのでは

なく、関係者や目撃した人も焦ったり精神的に

参っていることがあるため、聞く相手に合わせ

て声のトーンや質問の仕方を変えることが大

事だと感じた。バイスタンダーへの口頭指導の

際も同じように正しく情報を聞き取り、相手に

わかりやすく伝えることが大事だと感じた。こ

の相手のことを考えて対応するのは患者に対

しても同じである。救急隊到着から病着までの

間、患者、患者の関係者は不安に駆られている

ため、励ましの声掛けが重要となる。今日の発

表者の中にも、救急隊の人の励ます声掛けが印

象に残ったと言っている人が多かった。救急隊

の方々の患者達を安心させたり、勇気づける励

まし方を自分の救急車同乗実習の時に学びた

いと思う。他にも上記で記載した情報収集、伝

達の仕方や救急現場、救急車内での隊長、隊員

の指揮の取り方、動きかなども学び吸収したい

と思う。 

 

川島 龍之介 

今回、先輩方の貴重な講義を聞き、消防に対

する興味や来年自分達が実際に現場に向き合

えれる楽しみさが増していきました。実習先が

それぞれ違うことから地域によってのプロト

コールや活動の違いなどを聞き、感心を持って

講義を聞く事が出来た。特に私自信が印象に残

っている事があり、3 年生の遠山拓朗さんの講

義が印象強く残りました。意識レベル一桁から

300 まで落ち、心停止の波形 VF からショック 1

回で ROSC した症例は先生方などからは珍しい

症例と話しており、それを間近で救急隊による

活動が見れた事に興味を持ち、この症例を講義

してくれた事で私自身も勉強になりました。他

の先輩方も素晴らしい症例でありましたが特

に遠山さんの症例は素晴らしいものであった。

他の症例報告でも気になったのは印西消防本

部では心原性ショックでも輸液を行う事です。

東京消防や救急救命テキストでは輸液を行う

のは増悪させてしまう事から基本禁じられて

いるのだが、印西消防では輸液を行う事は許さ

れいるので実際の現場で心原性ショックが疑

われた場合でもちゃんとした根拠があれば輸

液を行えれる事が出来るのに感心持つように

なった。この救急車同乗実習で今まで知らなか

った地域によっての救急隊の活動や珍しい症

例を知る事ができ、勉強になり、来年に向けて

の意欲に増す事が出来た。 

 

菊地 優真 

 先輩方の救急同乗実習の報告会を聴講して

現場で経験することの重要さを学んだ。例えば、

交通外傷の現場であれば自分達の救急隊だけ

でなく他の救急隊や警察、救助隊、特殊な現場

なら DMAT も出動することもある。その中で、

どの部隊がどんな活動をするのか早急に決定

しなくてはならない。そのためにはそれぞれの

部隊の特性や現場の流れを正確に理解してお

く必要があることはもとろんのこと、他職種と

情報を共有するコミュニケーション能力も求

められる。もちろんシミュレーションの講義で

も他職種を交えた想定はあると思うけれども

現場で経験することでより実践を知ることが

できるのではないかと感じた。 

 そしてもうひとつ感じた事は、救急車の運転

技術の大切さである。くも膜下出血の傷病者を

乗せている場合は再破裂を防止するためにな

るべく振動を与えないような運転をすること

は学んだが、末期癌で全身痛がある傷病者も同

じような運転をしていたという報告の内容だ

った。救急車の運行はただ車を運転しているだ

けでなく、傷病者の命を運んでいる気持ちで運

転しているのだと感じた。自分自身、非常に興

味ある内容なので来年救急車同乗実習で救急

車に乗せていただくときは詳しく聞いてみた

い。 

 

熊谷 高希 

 先輩方の救急車同乗実習の体験発表を聴講

して、臨機対応に行動することが救急救命士に

とって必要不可欠なことだと改めて感じるこ

とができた。119 番通報をする上で、誤報で呼

んでしまうことも少なからずあることが発表

を聞いていて分かり、搬送しなくてもよい傷病

者を搬送したり、軽症の傷病者を中等症もしく

は重症と判断して病院に搬送することは本当

に必要な人に病床が足りなくなってしまう恐

れもあり、ましてコロナ禍である現状では特に

減らさなければならないため、その時に応じた

判断力が重要であるのだ。また、#7119 が全国

的に広まっていなくて人々に認知されていな

いのがまたひとつの理由としてあげられる。

#7119 を広めることで本当に救急車を呼ぶべき
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かが一般市民の方々にもわかるため、私自身こ

のダイヤルを広めることで誤報や必要のない

救急車要請がかなり減らされるのではないだ

ろうかと考える。そのためには消防署をはじめ、

医療機関や医療従事者、それを学ぶ学生が公演

などを開き#7119 がより身近に感じさせるよう

努めなければならない。 

 そして自分が来年度救急車同乗実習をさせ

て頂く上で学びたいことは、救急要請の内容の

現状、消防署での訓練や事務内容など細かなと

ころまで知っていきたい。私は将来的に地元の

消防署で救急救命士として働きたいと考えて

いる。その上で現状の救急要請対応や消防署で

の仕事内容を知ることで一早く消防という職

業に馴染めるだろう。1 人でも多くの方を助け

るために力になれるよう努力を怠らず努めて

いきたい。 

 

栗﨑 宗介 

 先輩方の救急車同乗実習の発表を聴講して、

どのように救急車同乗実習に臨めば良いのか

がある程度わかりました。 

 まずどのようなことに着眼点を置いて実習

をするのかということ、例えば地域にどのよう

に接するのか、1 日の流れはどうなっているの

か、など着眼点を置いておくことでより分かり

やすく実習が進められるのではないかと感じ

ました。 

 私が救急車に同乗して学びたいことは救急

車が出動してから帰ってくるまでの流れです。

要請が入ってから何を準備すれば良いのか、現

場の所見からどのような病院を選定すれば良

いのか、所見を病院にどのように伝えるべきな

のか、どのような処置を施すべきか、たくさん

のことを考えなければいけない中でどれを優

先するべきなのか、そのような一連の流れを見

てみたいですし、そのような経験をたくさん積

んでいる人に何を考えているかお話を伺いた

いです。 

 今回はコロナウイルスの影響により見学と

いうことになってしまいましたが、先輩方のよ

うに着眼点を持ち真剣に見学をして、たくさん

話を聞くことでたくさんのことを自分の中に

落とし込み充実した実習になるように取り組

みたいと考えています。 

 

郷田 恵人 

今回はコロナの影響があり、先輩方が自分自

身の地元などといった遠方に同乗実習に行っ

たので、様々な消防署の決まりや活動状態の違

いなどを知れてとても自分自身の為になる活

動報告会でした。地域のメディカルコントロー

ルがこんなにも各地域で違いがあるのだなと

知ることが出来ました。 

他にも、勤務前に資機材を全て点検するとこ

ろから始まる消防署がある中、救急車内をスト

ーブで暖め輸液を凍らないようにしたりする

などといった地域の活動の違いも知ることが

出来ました。 

午前中に救命士、消防士を問わず皆んなで訓

練をしたり午後からはCPA訓練や外傷訓練など

を行ったりすることで、現場に出た際にすぐ傷

病者に処置を行うことが出来るように日々訓

練をしている事を学ぶ事が出来ました。 

私が実際に救急車同乗実習に行かせてもら

い学びたい事は、もちろん傷病者の主訴や既往

歴に合わせて処置をする事も当然ですが、実際

にご家族やお友達にとって大切な人が救急搬

送されるとなった際に、自分なら今の傷病者の

状態やこれからどの様に処置をしていくかな

どを簡潔に的確に分かりやすく伝える自信が

今はありません。なので、同乗実習では普段の

シミュレーションの授業では体験できない、本

当の現場の緊張感や臨場感を味わいたいと考

えております。 

 

小林 佳史 

私は今回、救急車同乗実習体験発表会を聴講

し、コミュニケーション能力の大切さを学びま

した。発表されていた 3 年生の多くが、実習で

感じたことの中で、救急隊員のコミュニケーシ

ョンに感動したとおっしゃっていました。救急

車を利用する傷病者の中には、色々な方がいる

と思われます。今回の症例報告の中でも、高齢

者や子どもへの対応について話されている3年

生がいました。その救急隊員の対応は、とても

丁寧な対応で、子どもに対しては、かがんで目

線を合わせてはなし、時には手を握るようなこ

ともしながらコミュニケーションを図ってい

たとのことでした。また、高齢者に対しては、

わかりやすい言葉で説明を行い、聞き取りにく

そうな様子であれば復唱するなど患者の年齢

や、性格に合わせて話し方を変えていたそうで

す。これらの話を伺い私は、コミュニケーショ

ンの取り方を工夫するようにしたいと感じま

した。私は将来、救急車に乗車する全ての人に

安心を与えられる救急救命士になりたいと考

えています。そのためには、今回発表で出てき

た救急隊員の方がしていたようなコミュニケ

ーションを実践するとともに、授業や救急医療

サークルでの活動で隊活動の練習をする際に

は、傷病者への対応にも気を使えるようにした

いと考えさせられました。 

 

小林 優輝 

本日、先輩方の救急車同乗実習体験発表会を
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聴いて、とても有意義な時間を過ごさせていた

だきました。普段、大学で訓練をしている隊活

動に近いものもあれば、想像がつかないような

症例もたくさん知ることが出来て、とても良か

ったです。中には CPA から ROSC した症例や、

残念ながら救うことが出来ない命など、実際の

救急現場ではそういった事実があることを身

に染みて感じることが出来ました。また、どの

先輩方の発表を聞いていても消防機関では司

令が入ってから消防署を出るまで 1 分程で、現

場滞在時間がとても短く救急車内で活動して

る時間が多いということも学ばせていただき

ました。最後の小川先生の話にもありましたが、

救命率を上げるためには循環器系、呼吸器系の

処置を行い、救命士が 2 人以上いると蘇生する

確率が上がるというのを聞いて、いかに救急救

命士が行える特定行為が重要であるか、改めて

わかりました。来年、救急車同乗実習がありま

すが、先輩の話にあったように、地域によって

は心原性ショックでも静脈路確保が出来る所

もあり、私は地域によって異なるプロトコール

について興味があるので、その点について学び

たいと思いました。本日はとても勉強になる良

い機会でした。このような機会を作って下さり、

ありがとうございました。 

 

小山 瑞規 

先輩方の発表を聴講して、まず思ったことは

来年は自分がみんなの前に立ち分かりやすく

伝えないといけないんだと率直に思いました。

それと同様に来年は自分の将来像がより深く

濃くなると感じました。またコロナが収まって

いることに期待していたいです。 

救急車同乗実習は小川先生もおっしゃられ

てたようにその地区や、その日によって当たり

前ですけど出動件数が大分違くなってくるの

だと聴講して思いました。出動件数が少ない方

が本当は良いのですが一日限りの機会ですの

で色々な症例に取り付いてみたいです。その為

にその消防、病院の出動件数や傷病者の平均年

齢など行く前にしっかり調べ基本のことをで

きるようにシミュレーション実習で学んでい

こうと思いました。後、中澤先生がおっしゃっ

ていたその地域の広さどこまで担当なのかも

わかっているといいと分かりました。 

自分は将来、消防で働きたいと考えており。消

防の救急の人は体育会系で厳し目の人が多い

と思っていましたが先輩方の話を聞いてとて

も優しく親切に教えてくださると聞いて少し

安心しました。 

また消防の人は体育会系の人が多いので先

輩がおっしゃっていた筋トレしておくとコミ

ュニケーションに繋がるとおっしゃっていた

ので勉強と同時に運動（筋トレ）もしといた方

がいいと思いました。頑張って行きたいです。 

 

齊藤 諒太 

コロナ禍ということもあり、実習が縮小され

たにもかかわらず、一人一人が様々な教訓を学

んでいて、感銘を受けました。話を聴講するこ

とで、傷病者に対するコミュニケーションの取

り方や、考えられる疾患の判別など、新たな見

方で捉えることができ、大変勉強になりました。

先輩方が発表し終わった後の質疑応答で、気付

かなかった部分に気づくことができたり、称賛

する部分もあったり、みんなの前で発表をする

ことに大きな意味があると感じました。 

 私が救急車同乗実習をするにあたって、学び

たいことが二つあります。 

 一つ目は、情報収集です。救急の現場では、

より早く、より正確な情報が求められるので、

傷病者を不安にさせず、プライバシーにも配慮

した質問をどのように行うのかを学びたいと

思っています。 

 二つ目は、チームワークです。現場では、それ

ぞれが分担して対応することになります。短い

時間で搬送するには、常に情報を共有し、自分

は何をするべきかを迷いなく行動することが

必要になってくると思います。実習でこれらを

身につけたいと思っています。 

 救急医療の現場は一刻を争うため、状況を素

早く察知する観察力や冷静な判断力、これらを

実行できる行動力が必要になります。シミュレ

ーション実習で知識を身につけ、現場で発揮で

きるように努力してまいりたいと思います。 

 

佐久間 俊輔 

本日、先輩方の同乗実習発表会を聴講して、

実習に対する意欲がとても高まりました。今ま

で文章の問題としてや、先生の話としてしか聞

いたことなかったような事例が実際に本物の

傷病者として現れて、処置していく隊員の方の

間近にいることができると言う経験は、やはり

とても大きいと感じました。咄嗟に傷病者の方

に言われたことに対応できなかったと言う先

輩のお話を聞いて、授業の想定では感じること

のできない緊張感を感じながら処置を行なっ

ていく難しさを想像し、不安になりました。し

かしそれと同時にとてもワクワクしました。緊

張感の中でいくつもの選択を素早く正確に行

わなければならない難しさも救命士の醍醐味

だと中澤先生のおっしゃった言葉が印象に残

っています。先輩方の同乗実習のお話を聞いて、

自分の中で一つ大切だと感じたのは、臨機応変

さです。自分の持ってる知識を、現場の状況に

応じて適切に発揮していく柔軟な思考を身に
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つけたいと感じました。また、救命士の方の愛

護的な対応について話している方が多く、そう

言った精神的なケアも大切だと再確認しまし

た。今回の発表会で大切だと感じた部分を同乗

実習で実践できるように顔晴ります。 

 

櫻井 力翔 

今回私は、先輩方の救急車同乗実習の発表を

視聴しこれから、私たちが救急車同乗実習を行

う上での注意すべきことや抑えておくべきポ

イントなどについて知ることができたと思い

ました。また、これからの救急現場でのあり方

についても知ることができました。特に印象に

残っているのは、自分が救急隊長として隊活動

などを行ったときにどうしても視野を広く見

ることができずに自分のことで精いっぱいに

なってしまい中々上手く隊員や機関員などに

指示を出すことができないと言っておりまし

た。しかし、今回救急車同乗実習で隊長の行動

を見ると焦らずに一つ一つの処置をこなしス

ムーズに対応していてとてもいいお手本を目

の前で見ることができたと言っていました。そ

のため、私は、実習を行うことは確かに知識を

得るために行う事ですが、自分の苦手にしてい

る部分や得意な部分を伸ばす場でもあると言

うことを改めて理解しました。そのため、私は

救急車同乗実習では、自分の苦手・得意分野の

技術スキル・知識を更に習得したいです。自分

の成長につながるとても貴重な機会が無駄に

ならないよう、疑問に思ったことや知りたいこ

とは積極的に自ら質問をして有意義な実習に

していきたいと思っています。 

 

三瓶 雄飛 

今回、先輩方の救急車同乗実習の発表を聞い

てみて先輩方は PowerPoint を用いて簡潔にま

とめて、受け手である私でも実際に現場で患者

に取り付いて行動しているかのような感覚に

なりました。それぞれが色々な症例に立ち会い

実際に救急救命士として責任を持ち搬送して

いたので、学年は 1 年違いますが先輩方の貪欲

に学ぶ姿勢とそれを取り込む吸収力にはとて

も圧倒されました。そしてコロナ禍においても

現場に呼んで頂いた消防本部の方達への謝辞

も4分という短い時間内に必ず述べているのが

とても素晴らしいと思いました。 

私自身、救急車同乗実習に行って学びたい事

は、救急救命士の一日の流れと状況判断を学び

たいと思っています。昨年、病院実習を経験し

た時に救急救命士の方が患者を搬送をしてき

て受け入れを何件かさせて頂いた時に、実習先

の病院以外にも搬送してると考えたら救急救

命士という職業はタフな仕事なんだなと改め

て感じました。指令を受けた後最速で患者に取

り付き最短で病院に搬送する。その流れを学ん

でみたいと思いました。しかし、先輩方の発表

にもありましたが、受け入れ先の病院の病床数

がいっぱいで受け入れの拒否もあると伺い、多

い時は3件ほど受け入れの拒否があったと発表

の時に聞きました。その時に救急救命士の方は

どのような判断を下すのかもとても興味があ

ります。 

私自身も先輩方のように貪欲に学び、吸収し、

経験した事を私自身の力にしたいと思いまし

た。本日はありがとうございました。 

 

新庄 凌也 

まずは今回自分たちに同乗実習での貴重な

体験を話してくださった先輩方に感謝をした

いです。自分たちは去年病院実習に行かせてい

ただきましたが、その時とはまた違う角度から

救急車同乗実習ではいろんなことに気付ける

のだと思います。先輩方の話を聞いて最初に思

ったことは、みんなそれぞれが目標目的をしっ

かりと持って実習に取り組んでいるなとおも

いました。3 年になるとどこで働きたいかとい

うのも明確に考える時期になります。隊活動を

見たい、高齢者や外国の方とどうやってコミュ

ニケーションをとっているかを見たい、将来ど

こで働きたいかを考える軸としたいなどみん

ながそれぞれ違う目標目的を先輩方は持って

いたからこそ救急車同乗実習が充実したもの

になったのだと思います。自分も地元で働きた

いという思いがあるので目標目的を持って実

習に取り組むことは見習うべきことだなと思

いました。そのために知識の幅を広げることが 

今一番やるべきことだと思います。 

自分が救急車同乗実習で学びたいことは1日

の活動の流れを知りたいです。その中で処置の

仕方であったり、コミュニケーションの取り方

など注目するポイントはたくさんあるのでそ

こを中心に学べたらと思います。その結果自分

の合った職場が見つけることができたらベス

トだと思います。 

 

砂川 雅貴 

先輩方の発表を聴講し、今まで行ってきたシ

ミュレーションとは違い現場の安全や、家族へ

の対応を重視しているのだと感じた。また、地

域特有のプロトコールであったり、システムに

よって救急活動を円滑に進めているのだと感

じた。また、傷病者の主訴だけでどんな疾患な

のかを考えるのはなく、生活背景や現場の状況、

環境にも目を向けながら内因性、外因性、外傷

を判断する必要があるのだと感じた。一日しか

なかった同乗実習でも、先輩方は多くのことを
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学んでいたことから、学校とは違う現場のスキ

ルや経験があるのだと感じた。 

これから自分が救急車に同乗し、学校で行う

シミュレーションや講義からは学べない、現場

ならではのスキル、技術、対応、考え、空気感、

緊張感を身を負って感じたいと思った。コロナ

という危険な環境である中、実習を行えたこと

は先輩方にとって有意義なものになったと感

じた。短い時間の中、そこで何かを吸収し自分

の糧にしようとする先輩方の姿を見習い、自分

も今年の施設見学や臨地実習、来年に行われる

であろう病院実習、同乗実習に懸命に取り組み

たいと思う。そして、そこで大いに様々なこと

を吸収し、自分の将来に役立てることのできる

ようにしたいと思います。 

 

関根 颯 

今回先輩方の発表を聞いて、練習では味わえ

ないようなリアルな体験をし、傷病者の状態や

搬送方法、バイタルなど急激に変化することが

ありいかなる時も臨機応変に対処できる知識

と技術、心構えを普段から身につけられると良

いと感じた。今年は新型コロナウイルスの影響

で例年とは違い実写期間も短縮され消防機関

にも断られ、学内での実習のみだと思われたが、

先生方の尽力によりほとんど全員の生徒が実

習に参加できたという。今年は方針を変えその

生徒の地元の消防機関で実習に臨むなど感染

防止を考慮したうえでさまざまな消防機関で

のお話を聞くことができた。そのような対応に

対して良い点を挙げるとすればその地域独特

の傷病者搬送を迅速に行うための救急医療シ

ステムやメディカルコールなどさまざまな取

り組みが行われており、先輩方の発表を通して

それを知ることができ、自分にとってはとても

新鮮な内容だった。先輩方は目的や考察を持っ

て少ない実習期間を有意義なものになるよう

工夫していた。来年自分達の代ではどのような

実習になるかまだわからないが今の現状に満

足せずその時できることを考え、現場でのリア

ルを少しでも自分の近くに感じ取れるやうな

実習を送りたい。 

 

外川 航大 

さまざまな内容を聴講し、とても勉強になり

ました。また、発表の仕方やスライドの作り方

もとても参考になりました。自分は、救急車同

乗実習では、これまでシュミレーションの授業

で学習した内容を実際の現場でその現場の雰

囲気と共に、処置の活動を学習していきたいで

す。シュミレーションなどでの学習や理解、技

術の習得もとても大切ですが、実際の現場で今

までの学習内容を見れることは、復習になると

共に、今後の技術の改善や学習へのモチベーシ

ョン向上につながると思いました。救急隊の傷

病者や家族に対するコミュニケーションの仕

方やインフォームドコンセントの取り方など

の勉強も勉強したいと考えています。将来の自

分に大いにつなげていけるように積極的に取

り組み、さまざまな活動を見て、自分の知識、

スキルの向上になるように一生懸命学習して

いきます。 

 

平良 豪雅 

今回の先輩方の救急車同乗実習の発表を聴

講して感じたことは、まず始めに、先輩方それ

ぞれ一人一人が、１日という短い期間であり、

またその中でも、出動件数に差が出てしまって

いるのですが、皆が本当に沢山の体験や経験を

しており、そして沢山のことを学ぶことができ

た実習になったのだと発表を通して感じるこ

とができました。また、今回の先輩方の発表は、

私たち聴講している側も驚いたことや学びに

なったことが多くあり、例えば、地域によって

プロトコールが違い、私たちが今習っているブ

ドウ糖投与でも、50％を 20ml と習っているの

ですが、20％を 20ml であったり、輸液でも、

心原性のショックではやらないと習っている

のですが、心原性のショックでもやることがあ

る地域があったり、氷点下になることが多々あ

る地域では救急車の中でヒーターをつけて資

材が壊れてしまったり、輸液でも固まってしま

うのを防ぐ工夫をしたり、地域によって色々な

取り組みをしている地域があったり、やはり、

地域によって道路の状態も違うので、その地域

の道路状況を把握する大切さなど本当に学ぶ

ことが多くありました。最後に、今回の発表を

聴講して、私が救急車同乗実習を通して学びた

いと思ったことは、先輩方も言っていた地域に

よってのプロトコールの違いや現役で働いて

いる隊員の動き、コミュニケーション力、また

どんな気持ちで活動しているのかなどを学び

たいと思いました。 

 

髙椋 悠太 

今回の先輩たちの救急車同乗実習の発表を

聞いて、病院実習とはまた違う経験ができるの

だと思いました。病院は一次に行ったので比較

的軽症の人たちなどが運ばれるところでした

が救急車の場合は一次、二次などはなく事件・

事故が起こってしまった場合には行かなけれ

ばならないので初めてだからと軽症の人たち

ばかりではなく大惨事の事故に出動する可能

性があり、実習生と言うことではなく救命士と

してなにをしなければならないのかと考えら

れる発表があり、今まで心のどこかで実習生だ
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からと甘い考えがありましたが，その考えが変

わりました。またコロナ感染防止のため予防も

しっかりしていてすごいと思いました。 

救命士は病院より先に傷病者に会い短時間

で心を開いてもらいなにが起きてどうなった

のかを聞き出さなければならないので、病院よ

りも傷病者に寄り添い言葉遣いも分けて接し

なければならないのだと思いました。今度行わ

れる救急車同乗実習では，自分はオンとオフの

切り替え，傷病者とのファーストコンタクトな

どを見たいと思っています。そして自分は将来

消防で働きたいので実際の現場の空気などを

感じられればいいと思います。 

 

多ケ谷 侑希 

今日の救急車同乗実習Ⅱの体験発表会を聴

講し、救急車同乗実習Ⅰの流れを大まかに知る

ことが出来ました。見やすいスライドと説明で

とても分かりやすかったです。先輩方の発表を

聴いて、それぞれ先輩方が行かれた消防署での

地域での特色や、現場で見た症例などを聞きと

ても勉強になりました。この症例はこんなに大

変だった、このような活動をしたなど、各々が

体験した症例を共有し合うことによって、この

ような症例にはこのような活動の流れで行こ

うなど、初見で対応するよりもその後、同じよ

うな症例にあたった時によりよい活動ができ

ると感じました。私が今日の救急車同乗実習Ⅱ

の体験発表会を聴いて傷病者の方に対しての

コミュニケーションや愛護的に搬送をするこ

と、小児に対しての対応や、搬送先がなかなか

みつからない問題や、地理調査など、実際に実

習をしなければ分からないような先輩方の学

んだことを活かして救急車同乗実習で、自分は

何をしたいのか、進路についてや目標を設定し

てから、自分は実際の救急隊の活動の流れ、消

防の業務について注目をしていき多くのこと

を学び多くの命を救う救急救命士を目指す者

として、より良い実習にしていきたいと思いま

す。コロナウイルスが流行している中での救急

対応もどのような対策をとっているのかを見

てみたいと思います。 

 

田所 璃久 

私が先輩方の同乗実習の発表を聴講した感

想として、1 番に感じたことは同乗実習に参加

する前に聴講できてよかったということです。 

理由として先輩方は 2 度の同乗実習を体験し、

その中での経験や学びをスライドという形で

まとめてわかりやすく発表してくださり自分

たちが実習に参加する前にどんなことを目的

としてどんなことに注意して行けばいいのか

が分かりました。また、来年度は自分たちが先

輩方のように壇上に立ち実習発表をするんだ

ということが先輩方を見て強く感じ、後輩たち

に少しでも頭に残るようなスライドを作れる

ように 1 年間努力していこうと感じました。 

次に自分が救急車に同乗して学びたいことは

多くの先輩がおっしゃっていたように傷病者

や関係者の方々との接遇を学ぶこと、実際の現

場に応じた隊活動、病院選定の三つを大きな学

びの目的として持ちコロナウイルスが流行っ

ている時期で実習期間が短いかもしれません

が必ず三つの学びは達成したいと思います。そ

してはじめての同乗実習ということで自分が

目指す将来像である消防士の方々や消防署の

雰囲気、1 日の流れを自分の身を持って経験し

て自分が目指す救命士になるためのモチベー

ションを高め、今後の大学生活に生かしたいと

思います。 

 

田中 友規 

本日の救急車同乗実習報告会を聴講させて

いただいて、消防に勤務する救命士の役割や実

際消防士の方たちがどのような事をしている

のかを知るとても貴重な機会になったと感じ

ています。先輩の発表もどれも勉強になるもの

ばかりで症例も一人一人違うのでその分病態

の特徴だったり、実際の現場での傷病者への接

し方だったり、救急隊の方の活動について、現

場で見たものを共有していだいたので多くの

ことを学ばせていただきました。特に先輩達が

おっしゃっていたのはシミュレーションでは

基本があってマニュアルにしたがって活動を

行なっていくことが多いが実際の現場では想

定外の事がたくさん起こりうるので傷病者対

応や関係者対応にしてもあらゆる可能性を考

えて活動していくのが大事だとおっしゃって

いました。特に傷病者対応一つにしても年齢に

合わせた言葉遣いで、どんなに些細な情報でも

聞ける事は聞いて多くの情報を収集して病院

連絡の際などにスムーズに情報を伝えられる

ように救急隊の方々は活動し、早く傷病者を搬

送していかなきゃいけないので知識や判断力

がかなり大事になってくると思います。今年は

新型コロナウイルスの影響で救急車同乗実習

は学内で行うことになりましたが、次に行われ

る救急車同乗実習Ⅱでは、現場見させていただ

ける機会があると思うのでそういった時に今

回の報告会で聴講させていただいたことも考

えながら有意義な実習にしていきたいと思い

ます。 

 

外山 雅大 

 昨今の日本ないし世界は新型コロナウイル

スの影響により多大な影響を受けている。そし
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て、我々が目指す救急救命士は医療人であり、

コロナウイルスによる直接的な影響を受ける

消防、病院機関はかなりの対応に追われている

だろう。その情勢の中、救急車同乗実習を受け

入れた消防機関はそれ相応の覚悟が視えた。 

 中でも印象に残っているのは岩崎大翔さん

が発表した症例の交通外傷である。担当された

16 歳男性はロードバイクに乗っており、対抗右

折車による事故であった。私も似たような事故

を経験をしたことがあるのでとても印象に残

っている。この発表で得られたことは交通事故

は活動する隊が救急隊だけではないというこ

とだ。救急隊の他に警察が駆け付け、事故証明

の作成に取り掛かる。2 つ以上の機関と同じ現

場を共有するのでコミュニケーションがとて

も重要になることを学んだ。 

 救急車同乗実習体験発表会を聴講して3年次

に実際に救急車同乗実習を行うイメージを掴

むことができた。私は、救急隊が病院選定まで

にどのようなアプローチをして、疾患を推測す

るのかを学びたいと考えている。救急車同乗実

習をより有意義なものにするためにしっかり

と準備をしていきたい。 

 

橋詰 丈成 

先輩方の救急車同乗実習の発表を聴講させ

ていただき、様々な症例が出てきて、とても勉

強になりました。私が傷病者と接したのは病院

実習が初めてなので、病院とはまた違った緊張

感で救急車に乗り、傷病者のもとに行き処置を

行う事を早くやりたいと感じました。先輩方が

救急車同乗実習で体験しその体験を得た人に

しか話せない話が多く、とても興味深かったで

す。また、私が来年度に発表する際には聞いて

いる人を意識し、聞いてくれている人たちがプ

ラスになるような話をできるようにしていき

たいと感じました。自らの知識や経験が不足し

ていたと話している先輩が多いように感じま

した。経験はどうしても現場に出ないと得られ

ませんが、知識は自分自身で高めていく事がで

きるものなので今のうちから勉強をしておこ

うと決意しました。私が救急車に同乗して学び

たい事は、傷病者に対する接遇やコミュニケー

ション、家族との会話、現場に行く途中には何

を考え現場ではどのような立ち振る舞いを行

うかなどのことです。知識や技術を学ばせてい

ただくのはもちろんのことですが救急車に乗

り普段活躍している方たちにテキストなどに

は記載されていなくその場でしか学べない事

を学びたいと考えているからです。同乗実習に

向けて普段からの努力を怠らないようにして

いきます。 

 

馬場 俊 

先輩方が言っていたようにまじかでプロフ

ェッショナルの救急対応をみて、自分のスキル

を磨きたい。小川先生が言っているように、「体

験」は今できないけど、様々な症例報告を聞く

ことで多くの「経験」をすることができると、

そしてこの経験を今後の自分のモチベーショ

ンに繋げていきたい。一通り、救急救命士の特

定行為を勉強し終えたので、実際の現場のスピ

ード感や緊張感、恐怖心を味わい、それに屈し

ないメンタルを作り上げたいと思った。実際の

体験、経験によって得られるものは大きく、将

来の明確化ができる。また、消防の方々と良好

な関係を築き、救急隊、救助隊の訓練にも参加

してみたいと思った自分は今のところ将来、救

急救命士の資格を持ったレスキュー隊になる

のが夢であり、それを実現するためにも高いモ

チベーションで道場実習に臨みたい。 

 

濱 京志朗 

 私が先輩の同乗実習の発表を聞いて、感じた

ことは、主に二つある。一つ目は、地元の消防

本部へ実習に行きたいと感じたことである。 

 先輩方の中には、地元の消防本部へ実習に行

く故郷実習を行った方が多くいた。私は、将来

地元の消防本部に就職したいと考えているた

め、ぜひ、地元へ実習に行きたいと考えている。

私の地元は、長野県の諏訪市であり、諏訪市の

消防体制は諏訪市・岡谷市・茅野市・下諏訪町・

富士見町・原村の 6 市町村で消防業務を諏訪広

域行政連合で共同処理しており、平成 11 年 4

月1日より諏訪広域消防本部として消防業務を

行っている。諏訪地域の救急医療体制は、諏訪

市にある諏訪赤十字病院が三次救急医療機関

とされている。この地元の救急医療体制や広域

消防についてや、地元の消防署の雰囲気などを

知りたい。このような故郷実習は大変素晴らし

いことであり、地元での就職を考えている私に

とって本当にありがたい企画であると考えま

す。救急車同乗実習は、この諏訪広域消防へ行

くことが出来たら幸いです。 

 

原 千虎 

今回、先輩方の救急車同情実習の発表を聴講

して多くのことを感じ、とても勉強になりまし

た。とても分かりやすい発表が多く、聞いてい

てとてもイメージがわきやすく、わかりやすい

発表でした。どの先輩方も傷病者第一に考え活

動していたという印象を受けました。高橋健さ

んのお話の中では、傷病者を家族と同様に考え

るともおっしゃっていました。救急隊としての

責務の重さやそれぞれの役職などの立場など

責任感がとてもすごいと感じました。私も将来
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は消防士になり、救急救命士として救急車に乗

ることが目標です。残りの大学生活の中で責任

感ある行動を心がけようと思います。また、今

学校で学んでいる活動の流れだったり、手技が

このような形で生かされてくると知り、さらに

勉強のモチベーションが上がりました。私は来

年度、実際の現場での情報共有や傷病者に対し

ての言葉のかけ方などに着眼して勉強してい

きたいと考えています。新型コロナウイルスの

影響で来年度も実習が思うようにできるかと

いう不安はありますが、今自分にできることを

しっかりやって、万全の準備をしていきたいと

思っております。改めて今回先輩たちの発表を

聞くことができてとてもよかったと感じてお

ります。ありがとうございました。 

 

樋口 裕平 

 まず先輩の方々の発表を聞き感じたことは、

しっかりと準備・対策をしていくことで実際の

現場に行ってもある程度対応できるのでは思

いました。 

特に自分が強く感じたことは、大学で行うシ

ミュレーション実習をいかに本当の現場と照

らし合わせるか、緊張感を持って行えるかで救

急車に同乗した時の行動が変わってくるとい

うことです。しかし、大学で行う授業ではわか

らない地方特有のプロトコールや、対応の仕方

もあるので、そういった場合はその現地の消防

で事前に確認して行くことが必要だと思いま

した。 

 私が救急車に同乗したときに学びたいこと

は、二つあります。一つ目は地方特有のプロト

コールです。私は新潟出身で関東のプロトコー

ルとどのような違いがあるのか、なぜ違うのか

など現地の消防機関でぜひ確認してみたいと

思います。二つ目は傷病者に対しての対応の仕

方です。同じ傷病者でも小児・認知症・外国人

などさまざまな方がいる中で、どのようなコミ

ュニケーションの取り方で情報を聞き出し対

応しているのかなど、リアルな現場を通じて学

んで行きたいと思います。 

 

平井 良賢 

 今回救急車同乗実習Ⅱを経験された先輩方

の貴重な発表を聴講し、まず初めに今回の救急

車同乗実習は自分の地元の消防署に実習に行

けた先輩方が多く、地元の消防署に行けること

は将来の就職のことを考えることができるた

め、来年度も地元の消防署に実習に行きたいと

思いました。そして多くの先輩方が今回話され

ていたことは、消防職員の業務はインターネッ

トや様々な教科書などで調べればいくらでも

わかりますが、実際に勤務されている消防職員

の方と一日を過ごすことによってあまり知ら

なかった消防の業務や細かい業務内容をより

知ることができたと発表されていたので、私も

この後にある救急車同乗実習Ⅰの施設見学で

学びたいと感じました。そして今回の発表で特

に印象に残ったのは、様々な地域の消防署のプ

ロトコールについてのお話を聞かせていただ

きましたが、私は今までプロトコールの存在は

知っていましたが、正直、地域ごとにプロトコ

ールの内容に差はあまり無いであろうと勝手

な想像で思い込んでいましたが、実際先輩方の

お話を聞く中で例えば、富山県東部消防本部の

低血糖傷病者に対するブドウ糖投与のプロト

コールでは救急救命士標準テキストでは 50％

ブドウ糖 20mL を 2 本投与でありますが、富山

県東部消防本部では、20％ブドウ糖を 3 本投与

することや、それ以上に私が驚いたことは印西

地区消防本部では医師に対してしっかりとし

た説明が行えるのであれば、心原性ショックに

対する静脈路確保が行えることでした。以前、

救急病態、症候学の講義で中澤先生が心原性シ

ョックに対しては病院では輸液を行うことを

教えていただいたり、そして前回の鈴木先生の

講義でも、病院では右心不全の傷病者に対して

は、大量の輸液をすることを教えていただいた

ので、このようなプロトコールが将来的に様々

な地域で広がっていくことが予想できました。 

 そして先輩方が大学でのシミュレーション

などの隊活動と実際の現場との大きな違いで、

多くの先輩方がおっしゃっていたことは、現場

の安全確認をしっりと行うことの重要性を教

えていただいたので、しっかりと意識して今後

学習していきたいと思いました。 

 本日先輩方から貴重な体験のお話を聞くこ

とができたのでその経験を今後の学習に活か

していきたいと思いました。そして私自身は、

来年可能であれば地元の消防署に実習に行き、

地元のプロトコールや救急医療体制について

学びたいと先輩方の貴重なお話を聞くことで

より強く思いました。 

 

廣幡 優清 

救急車同乗実習体験発表会では、上級生が実

際の現場で得た貴重な体験談を聴くとても良

い機会の発表会だと率直に感じました。 

  午前の部が終わったあとに、小川先生からの

お言葉で｢現場での症例件数が多かった人、少

なかった人がいるが、少なかったからと言って

下を向くのではなくこの発表会をしっかりと

聴講することによって多くの症例を体験した

と同じ価値がある｣とおっしゃっていて、上級

生の体験談をただ聞いてるのではなく、1 つで

も多く何か自分の力になるような有意義な時
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間を過ごそうと改めて思いました。やはり、全

く同じ現場というのは、絶対になく、年齢や場

所、時間、体格、性別など様々な状況の中で活

動する救急救命士というのはとてもかっこよ

く、今回で消防での救急救命士という職業に憧

れを更に強く持つことが出来ました。上級生も

発表の中で何人か｢進路が見えてきた｣という

風におっしゃっていていましたが、実際の現場

に出てみることにより、大学の授業ではなかな

か味わうことが出来ない緊迫したリアルさを

感じることが出来る実習だと考えているので、

自分の将来に繋げることが出来るように、救急

車同乗実習Ⅰからしっかりと学んでいこうと

思いました。 

細かい目標としては、今の時点で 3 つあり、

家族対応(IC 含む)、病院機関との連携、職場の

雰囲気や仕組み。この 3 つはとても重要だと思

うので、来年度最低でもこの 3 つは学べるよう

に準備していきたいと思います。 

 

堀田 俊介 

今回の先輩方の話を聞いて、救急車同乗実習

では救急搬送が必要なものも不必要なものも

含めて様々な症例に遭遇することができとい

う事が分かりました。それを聞いて思ったのが、

救急要請があって最初から不必要なものと判

断するのではなく、現場に着くまで、または現

場に着いてからも最悪を想定して行動をしな

ければならないと感じました。最初から症状を

軽く見てしまって、それ相応の準備しかしてい

ないと助けられる命も助けられなくなってし

まうかもしれないからです。そして、救急車同

乗実習では病院実習とはまた違った緊張感を

味わうことができる場所だと感じました。 

病院実習、院内での実習では、救急隊からあ

る程度の傷病者の状態が報告されて、それに対

応し、予測をつけてから傷病者に接触すること

ができますが、救急車は一般の人からの通報が

ほとんどであって、ある程度の情報すらも無い

中で対応しなければいけないのはとてつもな

い緊張感を持って対応しなければいけないこ

とだなと感じました。 

傷病者対応だけでなく、周囲の安全を確認し

ながら行動しなければいけないし、人から情報

を聞き出すなど、今までやったことが無い事を、

緊張感がある中で体験出来る、とても将来に繋

がる実習だと思いました。 

 

松本 拓磨 

 本日の救急車同乗実習Ⅱで行われた体験発

表会で、学んだことが沢山ありました。その中

ても、特に印象に残ったのが 2 つありました。 

 1 つ目は、感染対策についてです。新型コロ

ナウイルス感染症が流行していて、発熱がある

傷病者は病院に搬送先が決まらないため、傷病

者や、その家族は、パニック状態に陥ってしま

います。パニック状態にならないためにも、救

急救命士が、メンタルケアをしなければなりま

せん。そのため、来年の救急車同乗実習をする

時には、傷病者に対する救急救命士さんのコミ

ュニケーションの取り方を学びたいです。 

 2 つ目は、この実習で沢山のことを得ること

です。今回の救急車同乗実習は、1 日だけでし

たが、その 1 日で 6 つも学んだことがある先輩

もいらっしゃいましたので、自分が、実習をす

る時は、7 つ以上学べるようにしたいです。 

 来年自分が救急車同乗実習をする時は、まず

は目標を5つ以上立てようと思います。そして、

救急救命士さんの傷病者に対するコミュニケ

ーションの取り方を見たいです。そして、救急

隊活動を沢山学びたいと思います。また、救急

救命士の1日の勤務内容や、消防士の訓練内容、

レスキュー隊の活動なども見学して、将来の目

標を立てていきたいです。 

 

三浦 誠人 

 私は今回の救急車同乗実習を聴講して、率直

な感想として命の尊さを経験することができ

た。私自身、幼少期にタバコの吸い殻を誤飲し、

生死をさまよった経験がある。この経験から、

傷病者の抱える不安や苦痛などは普段の講義

や、シミュレーションの授業で役を演じただけ

では理解することは到底できないと考えてい

る。しかしながら、今回の発表会を聴講して、

先輩方の多くは対応した症例に関する座学だ

けではなく、途方もない不安を抱えた傷病者に

対する接遇についても話されていた。その内容

には傷病者の生命の危機に瀕している切迫な

状況が明確にまた詳細に話されていたことか

ら、傷病者のリアルな心の声を聴くことにつな

がったのではないかと感じた。また、次年度か

らより一層勉学に力を入れていきたいと感じ

た。 

 私が救急車に同乗して学びたいこととして、

各地域のプロトコールに沿った隊活動はもと

より、実際に生死をさまよい途方もない不安を

抱えたことがある自身の経験を生かすために

は、より一層の傷病者に対するコミュニケーシ

ョンの図り方を現役救急救命士の方々から学

びたいと思っております。またその学びから一

歩進んで、傷病者の心の声に傾き、肉体的苦痛

だけでなく精神的不安を和らげられるような

救急救命士になれる一つの要因になればと思

っております。 
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宮島 健 

先輩方の救急車同情実習の発表を聴講して、

実際の現場を見ることが何よりも勉強になる

ということが分かりました。百聞は一見に如か

ずという言葉の通り、交通外傷などに言った先

輩方や、家に行かれた先輩方は、搬送経路や、

車の状態などの状況評価の点について、実習で

やるよりも具体的なイメージができ、その中で

の救命士さんたちの臨機応変さについてしゃ

べられていることが多かった印象です。 

 私は来年度救急車に同乗した際にはこの状

況評価について深く学びたいと思いました。 

 実習室で模擬的な隊活動をやることが多い

ですが、狭隘な場所などを具体的にイメージす

るのが大変だと感じるからです。実際の現場や

各家庭での隊活動を見させていただくことに

より、普段の練習がより良いものになると思い

ます。 

 さらに、先輩方の話の中でよく話題に上がっ

ていた、家族や傷病者の方に対する接遇につい

ても学びたいと思いました。どのような言葉づ

かいで接すれば傷病者、またその家族に安心感

そして納得してもらえるのか、イレギュラーな

ことが起きた時にどのようにすればいいのか

などを学びたいです。 

 以上の状況評価、傷病者やその家族に対する

接遇について知識を深められるような救急車

同乗実習になればいいなと思いました。 

 

向田 隆也 

先輩方のありがたいお話本当にためになり

ました。今年はコロナ禍ということで例年とは

違う開催にはなっているとは思うんですけど、

みなさんそれを感じさせないくらい素晴らし

い発表でした。 

例えば、今現在のコロナ禍での消防業務や、

救急業務です。自分たちは施設見学にもいけて

ないのでわからないところではあったのです

が、先輩方のおかげで理解を深めることができ

ました。やはり、高熱（37.2 以上）は病院選定

が難しくなったり病院側も受け入り拒否が相

次いでいるそうです。その中で傷病者やその関

係者は絶対に不安を抱いています。その中で自

分たちが救急隊になったら自分たちの一声で

安心させてあげられるような IC を心がけたい

です。先輩方本当にありがとうございます。自

分も来年早く行きたいです。 

 

村田 篤思 

 先輩方の救急車同乗実習を聴講し、まず思っ

たことは救急業務についてのことです。救急業

務についてはあまり理解ができていなかった

のですが、この発表を聴講して現場での大切な

ことが理解することができました。それは、PA

連携の出動ではポンプ隊とどの様に連携して

傷病者を搬送するか、などといった連携です。

これはポンプ隊だけとは限らず、同じ隊の仲間

や警察との連携も大切であるということがわ

かりました。他にも IC（インフォームドコンセ

ント）の重要性です。近年、超高齢化により高

齢者の搬送が多くなっているのが現場です。そ

の高齢者の特徴の痛みの閾値が高くなってい

て、こんぐらい大丈夫という高齢者が増えてき

ています。しかし、救急隊が傷病者の身体の状

況を説明することで、搬送することで傷病者の

命につながるということが分かりました。また

救急要請の軽症、中等症の割合がものすごく高

く、軽症患者の中でも不搬送でいいのではない

かと思う症例があり、やはり今問題となってい

る救急要請の現実というものをこの発表を聴

講させて頂いたことによってより感じること

ができました。 

 自分が救急車に同乗して学びたいことは、シ

ミュレーションでは感じられない、救急現場で

の緊張感であったり、病院とは異なる傷病者へ

の接遇についてです。やはり、救急現場は病院

実習ほど 3S が確立されていない状況です。そ

の中で現場はどの様に対応するのかというこ

とを学びたいです。 

 

栁林 祐汰 

本日の発表会を聴講し、コロナウイルスが流

行している中で搬送の難しさがあると思いま

した。出動し、熱がある傷病者はコロナウイル

スが原因ではなくても、受け入れが難しい状況

があることが分かりました。熱がある場合は、

傷病者の家族に行動歴を聴取するなどがある

ことが分かりました。改めてコロナウイルスの

怖さが分かりました。また、各消防署により、

特徴が全く違うと感じました。松戸市消防局で

は、署長の方が女性で、女性が働きやすい職場

であるということが分かりました。 

消防署でも、女性が働きやすい職場があると

いうことはとても良いことだと感じました。 

他にも小田原市消防本部では、とても管轄が広

いということがわかりました。上尾市消防本部

では、ドクターカーの運用や消防音楽隊があっ

たりなど、様々な消防局があると感じました。

我孫子市消防本部で実習を行った、川島さんの

発表で印象に残ったことは、全身痛がある傷病

者です。このような傷病者では、救急車の運転

を丁寧にする事や、搬送の際に極力体を動かさ

ないようにするなど、傷病者を思いやることが

重要だということが分かりました。また、傷病

者を自分の家族だと思い、活動することの重要

性も学ぶことができました。 
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コロナウイルスが流行している中、救急車同

乗実習が行われたことは、とてもありがたいこ

とであり、先輩方の発表を聞くことができ、と

ても勉強になりました。3 年生で行われる救急

車同乗実習Ⅱで、自分も先輩方のように経験を

積み、成長したいと思いました。本日はありが

とうございました。 

 

山下 慎太郎 

今回の先輩方の発表を聞いて実際医師の問

診、処置を目の前で見ることができるのがとて

も興味がありました。その他にも車内の構造、

配置、病院実習でも救急車に乗ることはありま

したが、それは病院からまた違う病院まで運ぶ

ための救急車だったので実際に出動する救急

車にはどのようなものがつまれているのか、処

置をしている最中を目の前で見たいという気

持ちもありますし。揺れてる救急車の中でどの

ような工夫をして処置をしているのかな学び

たいことがとてもたくさんあります。また来年

行くにあたり今回の先輩方の発表のように分

かりやすく説明できるまで落とし込んでのぞ

みたいです。 

 

山本 悟史 

本日の発表会は素晴らしいものでした。まず

1 番に感じたことは、先輩方の発表が上手で聞

きやすいということです。全体的に聞きやすく

内容もよく入ってくる発表だったのでさすが

だと思いました。人前で自分の意見を発表する

能力は、今後自分が社会に出ても必ず使うスキ

ルだと思うので自分もしっかりと人前で話せ

るようになりたいと思いました。もちろん、実

習の内容も一人一人本当に充実した実習だっ

たんだろうと言うのがよく伝わりました。実習

の期間は短いものだったかもしれませんが、得

たものは本当に多いと思いました。 

また、関東だけでなく、日本全国の救急医療

の現状を今回の発表会で知ることが出来まし

た。地域や自治体によってプロトコルも違う上

に、自治体独自のやり方など実際に活用してい

る消防に実習に行けるのは素晴らしいことだ

と思いました。また、そのような事も含めてこ

の発表会でみんな共有、周知することは、集団

にとっても有意義なものだと感じました。 

自分も今後の実習の機会では、よりたくさんの

ことを学びたくさんのことを共有したいと思

いました。 

 

吉野 雄大 

3 年生の体験発表会を聴いて、現場では学校

だけでは学べないことがたくさんあることが

分かりました。印象に残っているのは交通事故

の現場での状況評価の場面です。実際の自転車

や自動車の破損具合から推測される事故の大

きさ、自分たちの安全を守るための行動、道路

上で行われる救急隊活動などは、大学の授業で

は絶対に再現できないものだと思いました。 

先輩の話に軽傷が多かったように感じたとあ

りましたが、実際調べてみると救急要請の約半

数が軽傷というデータがありました。約半数と

いう数字はとても多いように感じますが残り

の半分の中には命に関わる重症患者もいるの

は事実です。救急要請の司令内容では傷病者の

状態は良好なように思えても、何があるかわか

らないので心身ともに万全の準備をして向か

うことが大切だと思いました。 

消防署によっても救命の質の向上をはじめ、

教習所での救急車の運転の練習など、スキルア

ップのためにさまざまな取り組みが行われて

いることに気付きました。次年度の救急車同乗

実習Ⅱに向けて自分もしっかりとスキルアッ

プに励みたいと思いました。 

 

六反田 朋也 

今回の救急車同乗実習の先輩方の発表を聞

いて感じたことは地元の消防署にも実習地と

して行かれていたのは驚きました。印西地区消

防本部や松戸市消防局などは将来就職活動を

していく上で考えていた場所でもあるので聴

講できて良かったと思います。各地域によって

プロトコールが違くて、その違いに着目して聞

いていると面白さをありましたし、もっと色々

な地域のプロトコールを知りたいと感じるこ

とが出来ました。自分が救急車同乗実習に行か

せてもらって学びたいことは今、シミュレーシ

ョン実習で隊活動を行っていますが、自分たち

と比べて、どのように動いているのか、どのよ

うに方針を決めているのかをよく観察し、自分

のものにしていきたいと思います。実習で吸収

できることは山ほどにあると思うので存分に

吸収し、知識を深めたいと思います。実習地の

施設の特徴や地域のプロトコールを教えてい

ただきたいと思っております。 

 

石黒 夏帆 

 今回、先輩方の発表を聞いて学ぶ点がとても

多く、長い時間ではあったものの集中して聞く

ことができました。またコロナ禍ならではの対

応や苦労を知ることができたのは、自分自身が

実習に参加したわけではないですがとても貴

重な経験になりました。 

 まず傷病者と接するにあたり、事前に通報さ

れた指示内容よりいくつかの症例を想定でき

ると思われるが、そこでストーリーを作らずに

あくまでも想定は想定とし、傷病者や周囲の状
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況の観察、関係者からの聴取や問診などを丁寧

に行うことが重要だと感じました。しかし、す

べての傷病者に幅広く観察すると時間がかか

ってしまうため、ある程度観察や問診内容を絞

ることも大切であると学びました。また、痙攣

などで原因が分からない場合に関しては、麻痺

の確認などを行い緊急例を除外する観察も有

用なものであるため、選択肢を消すための観察

などについて調べたいと思いました。 

 次に、どの消防署にも当てはまる事で早期搬

送を重要視していることが分かりました。コロ

ナの影響により、車内収容から病院選定に時間

がかかってしまうことは多いと感じられまし

たが、傷病者接触から車内収容までの時間はど

こも早く適切な観察や処置が行われているの

だと感じました。しかし、同じ日本の中でも心

停止からの社会復帰率に差がでていることに

関して疑問があり、プロトコールや日頃の訓練

など都道府県間で学べる点を共有し、日本全体

として社会復帰率を上げることができたら良

いのではないかと感じました。 

 さらに、白井市での取り組みとして救急医療

情報シートの利用はとても便利なものだと感

じました。氏名や生年月日だけでなく、既往歴

や服用薬など細かく記入することができる点、

また一家に一台は必ずあると思われる冷蔵庫

に収納することを指定している点は、この救急

医療情報シートを有意義に使用するにあたり

とても重要であると感じました。意識障害によ

り問診ができない傷病者はもちろんですが、高

齢化が進み認知症患者が増えてる近年の日本

においては白井市だけでなく高齢化が顕著に

現れている地域を優先的に普及していくこと

ができたら良いのではないかと思いました。 

 新型コロナウイルスの感染が拡大している

特殊な環境下での実習となり、北海道や愛知な

ど実習先の範囲が広くなりましたが、それによ

りそれぞれの地域の特色から気をつけている

ことなどを学ぶことが出来て良かったです。特

に、北海道の消防局では冬の時期は気温が氷点

下になることから、乳酸リンゲル液の凍結防止

などを目的として救急車内をヒーターで常に

温めておくといった対策を取られているのは、

北海道などの寒い地域ならではのことだと思

うので知れてよかったです。また、日本のみな

らず世界の気候の特色なども踏まえて、地域ご

とにどういった対策が取られているのかも知

りたいと思いました。 

 

植松 望実 

先輩方の貴重な発表ありがとうございまし

た。来年履修する予定の救急車同乗実習Ⅱにつ

いて学び、イメージする事ができました。先輩

方の経験を聴講することにより、イメージがで

き救急車同乗実習Ⅱに臨む事ができるのは、不

安の軽減につながり、とてもありがたいです。

たった 1日という短い期間の中でも CPA傷病者

や転院搬送等イレギュラーな事を目の当たり

にし学ぶ事ができ、大いに有意義な実習であっ

たと思います。また、それを聴講している側に

共有する事で聴講側の学びにつながり、とても

良い時間でした。現場を見て経験し、感じるか

らこそ、今のプレホスピタルケアの現状であっ

たり、改善したい部分が見えるのだと思いまし

た。印象に残った 3 年生の発表の 1 つとして、

CPA ではないのに、口頭指導により一般市民に

CPR をする事態が起こったと報告されていまし

た。意識がないという判断には人それぞれであ

り、医療を学んでる側で有れば意識なし＝

JCS300 であるはずが、市民によるとまた違った

判断をするのだと考えられ、とても興味深い内

容でした。間違えて CPR をやられた傷病者はそ

の後どうなったのかも気になるところであり、

先輩に聞いてみようと思います。たった 1 日で

はありますが、救急車同乗実習を実施したこと

により、現場を見て、学んで、考えて、改善に

つながるのだと思います。来年に向けて、知識

を身につけ、有意義な救急車同乗実習Ⅱを経験

できるよう頑張ります。そして、先生方が学生

のために動き回ってくださっている事、多くの

方に支えられて実習ができる事を理解と感謝

をして実習に臨みたいです。 

 

漆原 舞香 

今回、先輩方の発表を聞いて、同乗すること

でしか学べないことが沢山あるんだなと思い

ました。例えば不搬送という事があったり、実

際に目の前で倒れてCPAになるといことに出会

う確率の低さ等、普段の講義だけでは学べない

部分について触れることが出来、自分のスキル

だけではなく、知識も上げることができるので、

自分が実際に救急車同乗実習を行うことにつ

いては不安でしかないがその反面、楽しみだな

とも思えました。 

前回行った病院実習では、搬送されてきた患

者を見る立場でしたが、次行う同乗実習では限

られた情報の中でしか考えることが出来ず、何

が予想されるか、また、なにを元に準備をすれ

ばいいのか等違った視線で考えなくてはいけ

ないこと事が増えるので今の知識では確実に

足りないと実感することが出来ました。ですが、

その中でも自分でも出来ることが沢山あると

思うので、今のうちから知識を蓄えていきたい

と思います。 

私は、毎日同じことを継続するということが

苦手なのですが、年が明け国家試験に対しての
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意識が上がり、毎日国家試験を A 問題から D 問

題まで1問ずつ解くということを実施していま

す。毎日コツコツすることで最近は新しいこと

を沢山覚えることが出来、楽しさまで感じるこ

とが出来ています。これをこれからも継続して

いきたいと思います。 

 

江黑 舞 

まず、3 年生の同乗実習の発表を聴講した感

想としては一人一人個性があり違うなと思い

ました。いくつか同じ場所で実習をさせてもら

う人を多く見受けられましたが、一人一人スラ

イドも内容も個性豊かで全く違うものだなと

感じました。場所は同じでも傷病者が違うし、

お互い思った率直な感想や考えを述べている

ので1日を通してとても濃い時間になりました。

また、ひとつしか違わない先輩たちがとても格

好良く見えました。たったひとつなのに身振り

や堂々とした態度、発言などすごく尊敬したい

と思えるところでもありますし、自分も来年後

輩にそう見られたい、そうでありたいと強く思

います。中でも最も 1 番印象に残っている点と

しては、自分の実習先での体験談を明確に覚え

ていて自信を持って答えているところです。少

し実習から期間が空いていますが質疑応答の

際に、テキパキと答えていて日頃からメモを取

る習慣をつけようと思います。 

また、来年私自身が同乗実習で学びたいこと

は、救急救命士のメンタルの強さと、いかに迅

速な対応をしているところを生で感じること

ができればいいなと思います。救急隊の邪魔に

最小限ならずに署内を隅から隅まで調べ上げ

たりして自分の夢を明確に出来たらなと思い

ます。だから、そのためにこの一年間で知識を

身につけて少しでも濃い実習にしたいです。本

日はありがとうございました。 

 

大津 葉子 

今回の救急車同乗実習体験発表会を聴講し、

体験先の消防機関によって異なる特徴や症例

がある中で先輩方が救急車同乗実習を通して

学んだことや現場でしか分からない雰囲気や

体験をどのように行なっていたのかを知るこ

とができました。特に今年度は新型コロナウイ

ルスが流行し、発熱の傷病者への対応や感染症

対策、病院との連携などを知ることができ、さ

まざまな影響があり大変な状況ではあるけれ

ど、このような情報を知れるのは今回限りかも

しれないためとても印象的でした。 

そして、私が救急車同乗実習を行う際には、

現場の雰囲気や必要な情報を会話から違和感

なく引き出すようなコミュニケーション方法

を学びたいです。シミュレーションの授業では

体験できない実際の傷病者の状態を見て観察

し、傷病者や関係者、必要のある人とのコミュ

ニケーションをとって情報を集め、疾患を考え

ていくというような流れを実際に見て体験し

たいと今回の先輩方の体験発表会を聴講し感

じました。 

今回の救急車同乗実習体験発表会を聴講し

目的を持って実習を行うということが大切だ

なと感じたので、しっかりと具体的な目的を持

ち実習に行くことができるように今からでき

ることを行い、準備していこうと思います。 

 

香月 綾乃 

 本日、先輩方の救急車同乗実習の発表を聞い

て、たった 1 日であっても多くのことを学ぶこ

とのできるとても充実した実習であったので

はないかと思いました。また、実際の救急隊の

方々の現場でのスピードや、判断していたこと、

考えていたことなどの一部を発表の中で聞く

ことができたのですが、今の自分には到底でき

ないことばかりで、日々成長を重ねていかなけ

ればならないと感じました。そして先輩方の発

表はスライドも話し方もとても分かりやすく、

緊迫した現場であっても様々なことを考え、学

ぶ姿にとても感銘を受け、先輩方のように頑張

りたいと思いました。 

 今年は新型コロナウイルスの影響で2年生は

学内実習と施設見学のみになってしまったの

ですが、来年は救急車同乗実習で地元福岡の消

防局に行き、福岡県の救急医療体制について学

びたいと考えています。先輩方が地元の消防機

関で救急車同乗実習を行った話を聞いて、福岡

県の救急の現状が気になって調べてみたとこ

ろ、全国の中でもトップクラスの救命率でとて

も驚きました。ネットでは詳しい仕組みはあま

り知ることができなかったので、実際に行って

自分の目で見て学びたいと思いました。また女

性救命士の強みは接遇の点で、男性と比較して

威圧感や恐怖感を与えずらいということでは

ないかと思うので、そういった女性救命士の活

躍する姿も見て、自分の武器を見つけたいと思

いました。 

 

齊藤 晏加 

今回、先輩方の救急車同乗実習の発表を聴講

させて頂いて、この発表を聴ける機会というの

もまた貴重な体験だと感じました。 

私達 2 年生は、まだほとんどの人がスライド

を用いた全体へ向けての発表を行ったことが

ありませんが、各々が工夫し、説明し易く、聴

講している人達にも分かりやすい様なスライ

ドを用意して、スライドに書いてある事だけで

無く、自分の言葉で説明を加えながら発表を行



39 

 

なっていました。そして、緊張しているかと思

いますが、堂々とした発表をしていて、すごく

興味や関心を持って聴くことが出来ました。 

様々な消防局での体験を聴くことが出来て、各

地域、県や市町村ごとにプロトコールの違いや

消防署内の設備、救命士の人数、対応の仕方の

違い、訓練の方法が分かりました。また、私は

女性なので女性の先輩方の発表がとても自分

の為になりました。女性が増えていく今、女性

が働きやすい設備を整えた消防署がある事や、

女性隊員と男性隊員とのチームで連携をする

際、女性の特性と男性の特性を活かして連携し

ているのもとても良いと感じました。このよう

に、もっと男女それぞれ活かした活動を行って

いければ良いと思います。 

来年自分が救急車同乗実習Ⅱを履修し、救急

車に同乗した際には、救急隊の連携方法や処置

の行い方、女性がいる消防署でしたら女性の活

躍というのを学びたいと思いました。 

 

鈴木 紀子 

実際行ってみて学んだことや実際生体をみ

て学んだことが沢山あったと言ってる先輩が

多くやはり目の前で学ぶことで様々なことが

学べることがわかりました。また、IC のとり方

だったりどのような時間帯に通報がありどこ

で起こったのかなどからその人の生活背景な

どが分かることも知ることができるきました。

通報の内容から分かることも沢山あり推測し

ながら現場に向かうと言うことも大切であり、

現場で円滑に対応することができるようにな

るのではないかと思いました。小学生や中学生

の場合先生などに大袈裟に伝えてしまいその

まま通報してしまうことが多いかなと思って

いて、もし通報を受けた場合は話せる場合は本

人からしっかりと話を聞いていくことも重要

であるとおもいました。しかし、それだけを信

じてはいけないと思うので身体所見を見るこ

とも大切であると思いました。そして、思春期

などだと先生や両親に上手く話すことが出来

ず言えないことだったり精神のメンタルから

くる不調だったりということが考えられるた

め、思春期の傷病者などには精神的ケアもしっ

かりしていった方がよいのかなと思いました。

先輩達の素晴らしい話を聞き私も救急車同乗

実習に行った際は参考にしようと思えること

も沢山ありさまざまなまなびがありました。ま

た勉強にも力を入れていこうと思うことが出

来ました。 

 

髙部 遥夏 

今日先輩方の同乗者実習の発表を聴講して

これから私たちが行う消防署の雰囲気やどん

なことを学べるのかをたくさん聞くことがで

きて、イメージを掴むことができました。先輩

によってはCPAに遭遇したりすることもあるの

で、参加する前には覚悟を持って参加しないと

気持ちで負けてしまいそうだと私は思いまし

た。今期の同乗者実習はなくなってしまったけ

ど、3 年生になってコロナウイルスが終息して

私たちも 1 日ではなく、しっかりと同乗者実習

に参加できるような世の中になっていること

を願って今できることをコツコツとこなして

いくのが大事だと思いました。発表のためにス

ライドから練習をわかりやすく作ってくれた

先輩方にも感謝したいです。 

 

田上 慧 

先輩方の発表を聞いて、分かりやすく、まと

まりのあるスライドの作り方や、人前で発表す

る際の話し方、言葉遣いなど、参考にさせて頂

きたいと思いました。特に発表のやり方で印象

に残ったものとしては、大笹さんの見やすいス

ライドや聞き手に目線を向けながらの発表で

した。また、それぞれの実習先に特徴があり、

一人一人経験された事も全く異なっていた為、

貴重な体験を聞かせて頂き、とて良い機会とな

りました。症例報告の中で 1 番印象に残ってい

るものとしては、長岡さんの女性救急隊長の 11

歳少女に対する傷病者対応です。不安そうにし

ていた傷病者に対し、目線を合わせ、手を握り

ながら会話をし、分かりやすい言葉で安心感を

与える対応であったこの事でした。私も安心感

を与えることのできる救急救命士になりたい

と思い、私が救急車に同乗させて頂けた際には、

現場での傷病者や家族とのコミュニケーショ

ンの取り方、女性救命士の現場での働きなどを

学びたいと思います。また、PA 連携や警察との

情報共有、事故現場での安全管理、コロナ禍で

の救急対応の仕方など、現場でしか学べないこ

とを学べたらと思いました。 

 

福永 さやか 

私は大きい都市であればあるほど有意義な

同乗実習が行えると思っていました。ですが、

今回発表を聴きどこで同乗実習を行うかでは

なく自分自身が与えてもらえた場所でどのよ

うな活動をするのかが大切ということがわか

りました。また同乗実習で消防署に行けたとし

ても同乗できないことがある。その時に救急車

に同乗できない分消防署で傷病者のこと考え

たり、消防署という環境に入れることで学べる

ものがあるのだと感じました。いつ指令が入る

かわからない中、精神的・体力的にキツいと感

じても 1 番キツいのは傷病者であること。だか

らこそ思いやりの感情を持ち傷病者に寄り添
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うことの出来る救急救命士になるという発言

を聴き、自分はなんのために何が出来るのか自

分も寄り添える救急救命士になりたいと思え

ました。場所や人、環境が様々で自分が思った

疾患名と違う場合でも傷病者と接触して得ら

れた結果からフィードバックすることも大切

だと気づくことが出来ました。私が同乗実習で

学びたいことは救急車内での傷病者及び傷病

者の御家族とのコミュニケーションです。傷病

者の処置を行いながら御家族の不安な気持ち

に寄り添うなど傷病者と御家族が大変不安定

な中、救急隊としてどのようなことに気をつけ

コミュニケーションをとって活動をしている

のかを学びたいです。 

 

丸山 風花 

午前の部の先輩方の救急車同乗実習Ⅱの発

表を聞かせていただきました。まず、現在新型

コロナウイルスが大流行し、お忙しい中多くの

消防署が実習を受け入れてくださっているこ

とにとても感動しました。他の学校では病院実

習などが中止となっているところもあるにも

関わらず、｢現場で体験する｣という学校や自分

だけでは学ぶことの出来ない機会を作ってく

ださり感謝しかありません。今年、来年と私も

救急車同乗実習に行かさせていただく予定で

すが、貴重な体験を無駄にしないよう、また失

礼の無いように取組もうと改めて思いました。 

先輩方のスライド発表を見させていただい

て感じたのは、色々な症例を見ても高齢者が圧

倒的に多いことでした。日本は医療技術が発展

し高齢化社会でありますが、ほとんどの症例が

60~80 代の傷病者ばかりで驚きました。 

日本では現在も医療技術は発展を続けており、

このまま少子高齢化社会が悪化すると考えら

れています。私が職に就く頃には今よりも高齢

者傷病者は増えていると思われます。そのよう

な中、実習に行き実際に高齢者傷病者への対応

を間近で見させていただくことはとても良い

勉強、経験になると思いました。 

私が実習に行かせていただく際は、せっかく

の機会を無駄にせず自分の糧に出来るように

したいです。 

 

嘉納 真依 

 今回先輩方の発表を聴講し、今後目的を明確

にして学習を進めようと思った。また、基礎だ

けでなく、イレギュラーな事態にも冷静に対応

できる柔軟性を備えられるようにしたい。 

 例えば、今回発表の中で多く挙がっていたよ

うな傷病者や関係者とのコミュニケーション

について。各傷病者の考える治療方針や年齢な

どバックグランドを読み取って考慮したり、激

しい苦痛を持つ傷病者には容易に回答できる

質問に切り替えること。学内学習からは想定で

きないような事態にも、最善の選択ができるよ

うになりたい。そのために普段から視野を広げ

て、起こりうる事案を想像してその時々にどの

ように対応するかを考えていこうと思う。 

 また、地域によって交通状況や電波の調子、

気候、人口、多くいる年齢層が異なる。搬送す

る上で、土地柄を理解することも必要だと学ん

だ。その他にも、交通量の多い道路上での活動

など危険を伴う場所では、状況評価が非常に大

切である。交通を完全に止めない場合などに安

全と判断する匙加減も難しいと感じた。 

 私が来年実習をする際は傷病者対応に重き

を置いて活動したい。そのために今回聴講した

内容を参考に、傷病者にとって最善の対応がで

きるよう学習していく。最後に、今日のコロナ

禍のように、その時のウイルスの流行や社会情

勢にも目を向け学びたい。 

 

吉澤 美海 

先輩方はコロナウイルス感染拡大の影響で

一日の実習となってしまったとのことであり

ましたが、出動できた方もそうでなかった方も

様々な経験をされていて、私も来年度がますま

す楽しみになりました。単に症例を経験するだ

けでなく、本人や家族に対しての接遇や、玄関

で靴を脱ぐ際、揃えるなどといった基本的な行

動から、様々な人に見られているという意識を、

出勤し隊服を身につけている時でもそうでな

い時でも、日頃から持つことの大切さを学びま

した。また、時には消防業務だけでなく、地域

の防災活動や、社会科見学への対応など、地方

公務員だからこそ、地域に密着した活動ができ

るのも消防の強みであると感じました。今の新

型コロナウイルス感染症のような、社会的背景

一つで大きく活動に影響を及ぼしてしまうこ

とを知り、活動の複雑さが故に救命に成功でき

た時の達成感を味わってみたいと思いました。 

希望する消防機関は印西地区消防本部です。多

くの先輩方が同乗実習を行っていた西白井消

防署は私の住んでいる地域です。白井市は人口

があまり多くはありませんが、地域密着型での

政策が進んでいることもありとても住みやす

い街です。ですが、近年若者の都市部への流出

が多く、高齢化が進んでいることも事実です。

地元で就職するかどうかは決めていませんが、

高齢化に対応した救急医療情報シートの活用

例や、進んだ北総地域のプロトコール、気候や

地形を理解しているからこそ得られることが

あると思っています。

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

学内臨地実習（遠隔中継で感染防止を徹底。救急車を使用し、リアルな状況設定を実施） 

2020年度 救急車同乗実習 実施結果報告書 

発行日 2021年 2月 

発 行 日本体育大学 救急医療学科 

所 在 〒227-0033神奈川県横浜市青葉区鴨志田町 1221-1 

日本体育大学 保健医療学部 救急医療学科 

（担当：中澤・小倉・鹿野・星・三橋） 



 

 

 

 

 

 


